
国内経営学系大学院
修了生に関する調査

報告書報告書



国内経営学系大学院
修了生に関する調査

報告書報告書



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

国内経営学系大学院
修了生に関する調査修了生に関する調査

ＲＥＣＲＵＩＴ Works InstituteＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

Part0 調査概要

国内経営学系大学院修了生に関する調査 目次

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

地域
性別
年齢
就業経験の有無と転職回数
就業形態
大学院入学前の職業経験期間
入学前の勤務先の業種（大分類）
入学前最長の勤務先の業種（大分類）

大学院入学の年月と年齢
入学した大学院の職業経験に関する入学条件と

その職業経験年数
大学院選定理由
大学院費用の勤務先の負担の程度
大学院費用の自己負担額
在学中の仕事の有無

Part1  単純集計表
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

・・・・・・・・・・・・・・・・６
・・・・・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１

・・・・・・・・・・・・・・・ １２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２
入学前最長の勤務先の業種（大分類）
現在の勤務先の業種（大分類）
勤務先の従業員規模
勤務先は外資系企業かどうか
現在の勤務先での勤続年数
現在の職場満足度
入学（直）前の職種
入学（直）前の職種での経験期間
入学前最長の職種
入学前最長の職種での経験期間

入学から卒業までの期間
通学時間帯
在学中の学業の時間
授業への出席率
大学院の学習内容と仕事内容の合致度
大学院での学習姿勢
修士論文の作成の有無
修士論文の執筆状況
大学院での学習の満足度
大学院への入学目的

・・・・・・・・・・７
・・・・・・・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
・・・・・・・・・・・・・・・・・７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

・・・・・・・・・・・・・・・８
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

・・・・・・・・・・・・・・８

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

・・・・・・・・・・・ １３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５
現在の職種
現在の職種での経験期間
仕事満足度
仕事を通じた成長実感
入学前における「一生の仕事」の決定
卒業直後における「一生の仕事」の決定
卒業直後に決めた「一生の仕事」と、現在の

仕事の合致
仕事の段階
職務の大きさのレベル

大学院への入学目的
大学院での学習成果
大学院での学習による意識等の変化
持っている能力
大学院で高めた能力
持っている知識・スキル等
大学院で高めた知識・スキル等
大学院で得た人的ネットワークの活用の程度
大学院の専攻
大学院の卒業年月

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・９
・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

・・・・・・・・・・・・・ １６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
・・・・・・ １７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７

職務の大きさのレベル
職務の遂行のレベル
職務における関係者の範囲
職務における関係者との人間関係
将来の働き方の意向
博士課程への入学意向
年収
役職
処遇等の変化

大学院入学前の最終学歴
大学院入学前の最終学歴の卒業年月
大学院入学前の最終学歴の専攻
配偶者の有無
子どもの有無

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
・・・・・・・・・・・・・・９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・・・・・・・・・・・・１８

・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

Part2 クロス集計表（入学目的、大学院満足度、学習成果、意識等の変化、基礎力の変化）
入学年齢別
入学（直）前の役職別
大学院費用負担別
大学院専攻別
入学目的別
学習姿勢別
修士論文の作成の有無別

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４４
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４７

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute 2



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

調査概要

●目的●目的
社会人が経営学系大学院で学習した効果の探索

●調査対象母集団

首都圏および関西主要都市に拠点をおく、経営学系大学院博士前期課程（修士課程）
の修了生

●調査対象
上記の調査対象母集団にあてはまる15の研究科を調査開始時点で卒業した者（研究科

または研究科同窓会組織が把握しているすべて）。なお、一部の研究科では、修了生の
うち、社会人入学した者にのみ調査への回答を依頼した。

●サンプル数
792名（実対象数は3784で、回収率は20.9%）
本報告書では、 研究科または研究科同窓会組織が回答依頼できる全ての卒業生に回
答依頼できていない場合は除き、777名で集計した。

●調査期間
2011年1月29日～2月27日

●調査方法
インターネット調査

※本報告書の単純集計表とクロス集計表のn（人数）の列を除いた数字の単位は、すべ
て％（パーセント）である。
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単純集計表単純集計表
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■地域
（単一回答）

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 無回答
0.5 0.4 72.8 4.1 20.1 0.6 0.5 0.9 0.0 

■性別■性別

（単一回答）

男性 女性 無回答

88.3 11.7 0.0 

■年齢
（単一回答）

19歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

0.0 0.3 7.0 17.5 29.6 

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳以上 無回答40 44歳 45 49歳 50 54歳 55 59歳 60歳以上 無回答

23.2 14.7 5.7 1.4 0.6 0.1 

■下記において、働いていたことがありますか。働いていたことがある方は、勤め先が変わった回数も合わせてお答えください。
（単一回答）

勤め先を変
わっていな
い

1回変わっ
た

2回変わっ
た

3回変わっ
た

4回変わっ
た

5回以上変
わった

まったく仕
事に就いて
いない

無回答

大学院修士課程に入学する以前 63.8 19.2 6.6 2.4 1.4 0.6 5.9 0.0
大学院修士課程に在学中 76.6 12.0 1.2 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0
大学院修 課程を修 降大学院修士課程を修了して以降 76.3 17.2 3.9 1.0 0.1 0.0 1.4 0.0

■下記における就業形態について、お答えください。
※契約社員とは、給与や期間などの個別の雇用（労働）契約を結んで働く社員を指します。
※業務委託とは雇用関係がなく、特定の取り決めに基づき仕事の依頼を受ける働き方を指します。

（単一回答）

正社員・正
職員

契約社員 嘱託

フリーター
（社会人ア
ルバイ
ター）

パートタイ
マー

派遣
業務委託
（一社専属）

業務委託
（複数社と
契約）

タ ）
大学院修士課程入学（直）前 88.0 0.4 0.0 0.8 0.3 0.3 0.1 0.0
大学院修士課程入学前の最長 89.8 0.3 0.0 0.9 0.0 0.1 0.1 0.0
現在 86.4 0.6 0.0 0.5 0.1 0.1 0.0 0.5

経営者・役
員

自営・自営
手伝い

専業主婦
家事手伝
い・内職

無職 学生 その他 無回答

大学院修士課程入学（直）前 2.8 0.9 0.1 0.0 1.2 5.0 0.1 0.0
大学院修士課程入学前の最長 2.1 0.9 0.0 0.0 0.1 5.7 0.0 0.0
現在 6 7 2 7 0 1 0 0 1 0 0 6 0 5 0 0

■大学院修士課程へ入学する前の職業経験の期間をお答えください。
※例えば、3年0か月の場合は、年に3を、月に0を入力してください。

（単一回答）

5年未満
5～10年未
満

10～15年未
満

15～20年未
満

20～25年未
満

25～30年未
満

30年以上 無回答

9.9 29.5 25.9 16.3 8.0 2.8 1.2 6.4

現在 6.7 2.7 0.1 0.0 1.0 0.6 0.5 0.0
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■大学院修士課程入学（直）前における勤務先の業種は何ですか。
※業種が複数にまたがる場合は、主な方をお選びください。

（単一回答）

農林漁業 鉱業 建設業 製造業
電気・ガス・熱
供給・水道業

情報通信業 運輸業 卸売・小売業 金融・保険業

0.0 0.0 1.5 31.8 2.4 12.1 3.1 6.4 18.5  5 3 8   3  6  8 5 

不動産業
飲食店、宿泊
業

医療・福祉
教育・学習支
援

サービス業 公務
他に分類され
ないもの

無回答

2.3 0.8 1.4 1.8 8.4 1.3 1.7 6.4 

■大学院修士課程入学前の最長の業種は何ですか。
※業種が複数にまたがる場合は、主な方をお選びください。

（単一回答）

農林漁業 鉱業 建設業 製造業
電気・ガス・熱
供給・水道業

情報通信業 運輸業 卸売・小売業 金融・保険業

0.0 0.0 1.8 31.9 2.3 11.5 3.2 6.3 20.5 

不動産業
飲食店、宿泊
業

医療・福祉
教育・学習支
援

サービス業 公務
他に分類され
ないもの

無回答

2.1 1.3 1.4 1.8 7.0 1.4 1.8 5.8 

■現在の業種は何ですか。
※業種が複数にまたがる場合は、主な方をお選びください。

（単一回答）

農林漁業 鉱業 建設業 製造業
電気・ガス・熱
供給 水道業

情報通信業 運輸業 卸売・小売業 金融・保険業農林漁業 鉱業 建設業 製造業
供給・水道業

情報通信業 運輸業 卸売 小売業 金融 保険業

0.1 0.3 1.4 31.1 2.6 10.7 3.2 5.5 17.8 

不動産業
飲食店、宿泊
業

医療・福祉
教育・学習支
援

サービス業 公務
他に分類され
ないもの

無回答

1.9 0.4 1.4 2.3 14.3 1.7 3.0 2.3 

■下記における勤務先の従業員数（常用雇用のアルバイト・パートを含む人数）は、企業・組織全体で何人くらいですか。
（単一回答）

0人（事業
主一人）

4人以下 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人
100～299
人主 人） 人

大学院修士課程入学（直）前 0.4 0.6 1.3 3.0 1.5 1.8 3.1 7.5
大学院修士課程入学前の最長 0.3 0.6 1.0 1.7 1.0 1.2 2.7 6.6
現在 2.1 2.3 2.7 1.9 1.7 2.2 3.7 8.2

300～499
人

500～999
人

1000～
1999人

2000～
4999人

5000人以
上

公務（官公
庁）

無回答

大学院修士課程入学（直）前 4.1 7.6 9.9 11.2 40.7 0.9 6.4
大学院修士課程入学前の最長 3.7 7.2 10.6 13.1 43.5 1.0 5.8
現在 3.5 8.1 8.0 11.3 40.7 1.3 2.3

■下記において勤務していた企業は外資系ですか。

（単一回答）

外資系企業である
（だった）

外資系企業ではな
い（でなかった）

無回答

大学院修士課程入学（直）前 13.6 79.9 6.4 

大学院修士課程入学前の最長 13.3 81.0 5.8 

現在 14.9 82.8 2.3 

■現在勤務している会社は、勤続何年目ですか。
答

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

（単一回答）
１～２年未
満

２～３年未
満

３～４年未
満

４～５年未
満

５～７年未
満

７～１０年
未満

１０～１５年
未満

１５～２０年
未満

２０～３０年
未満

３０年以上 無回答

10.2 5.9 8.6 6.4 10.2 7.2 19.3 14.4 14.5 0.9 2.3 
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■あなたは、現在の職場に満足していますか。現在、派遣で働いている方は、この質問については、派遣先の現在の職場に
ついてお答えください。

（単一回答）
とても満足し
ている

満足している
どちらともい
えない

不満である
とても不満で
ある

無回答

17.1 43.1 23.9 8.8 4.8 2.3 

■大学院修士課程入学（直）前における職種は何ですか。あてはまるものをお選びください。
（単一回答）

サービス職
保安・警備
職

農林漁業関
連職

運輸・通信
関連職

生産工程・
労務職

管理職
事務・営業・
販売職

専門職・技
術職

分類不能の
職業

無回答

0.8 0.0 0.0 0.1 0.4 12.5 45.0 31.8 3.0 6.4 

■その職種での経験期間はどれくらいですか。
※例えば、3年0か月の場合は、年に3を、月に0を入力してください。

（単 回答）（単一回答）

３か月未満
３～６か月
未満

６か月～１
年未満

１～２年未
満

２～３年未
満

３～４年未
満

４～５年未
満

0.0 0.4 1.2 3.5 8.1 9.4 7.2 
５～７年未
満

７～１０年未
満

１０～１５年
未満

１５～２０年
未満

２０～３０年
未満

３０年以上 無回答

14.2 15.7 18.8 10.7 4.1 0.4 6.4 

■大学院修士課程入学前の最長の職種は何ですか。あてはまるものをお選びください。
（単一回答）（単 回答）

サービス職
保安・警備
職

農林漁業関
連職

運輸・通信
関連職

生産工程・
労務職

管理職
事務・営業・
販売職

専門職・技
術職

分類不能の
職業

無回答

1.0 0.0 0.0 0.3 0.3 4.5 49.8 35.3 3.1 5.8 

■その職種での経験期間はどれくらいですか。
※例えば、3年0か月の場合は、年に3を、月に0と入力して下さい。

（単一回答）

３か月未満
３～６か月未
満

６か月～１年
未満

１～２年未満 ２～３年未満 ３～４年未満 ４～５年未満

0.0 0.0 0.4 1.4 3.0 7.1 5.9 

５～７年未満
７～１０年未
満

１０～１５年未
満

１５～２０年未
満

２０～３０年未
満

３０年以上 無回答

14.3 20.2 25.5 11.5 4.6 0.4 5.8 

■現在における職種は何ですか。あてはまるものをお選びください。
（単一回答）

サービス職
保安・警備
職

農林漁業関
連職

運輸・通信
関連職

生産工程・
労務職

管理職
事務・営業・
販売職

専門職・技
術職

分類不能の
職業

無回答

0.5 0.0 0.1 0.4 0.0 17.8 40.9 34.4 3.6 2.3 

■その職種での経験期間はどれくらいですか。
※例えば、3年0か月の場合は、年に3を、月に0を入力してください。

（単一回答）

３か月未満
３～６か月未
満

６か月～１年
未満

１～２年未満 ２～３年未満 ３～４年未満 ４～５年未満

2.8 3.1 5.3 11.6 10.0 11.2 6.2 

５～７年未満 ７～１０年未満
１０～１５年未
満

１５～２０年未
満

２０～３０年未
満

３０年以上 無回答

13 0 9 0 13 3 7 5 4 6 0 1 2 3

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

13.0 9.0 13.3 7.5 4.6 0.1 2.3 

■あなたは現在の仕事に、全体としてどの程度満足していますか。

（単一回答）
とても満足して
いる

満足している
どちらともいえ
ない

不満である
とても不満であ
る

無回答

16.3 44.4 23.3 9.3 4.4 2.3
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■あなたは、現在の仕事を通じて、「成長している」という実感を、どの程度持っていますか。
（単一回答）

強く持っている 持っている どちらともいえない あまり持っていない 持っていない 無回答
18.1 49.7 15.4 10.8 3.6 2.3

■大学院修士課程へ入学する前の段階で、一生の仕事（分野）を決めていましたか。

（単一回答）

はい いいえ

35.7 64.4 

■大学院修士課程を卒業した直後で、一生の仕事（分野）を決めていましたか。

（単一回答）

はい いいえ

40 7 59 340.7 59.3 

■大学院修士課程を卒業した直後に決めた一生の仕事（分野）は、現在の仕事（分野）ですか。
（単一回答）

はい いいえ 無回答
33.2 7.2 59.6 

■あなたは現在の仕事（分野）において、どの段階まで達していると、上司や顧客から思われていますか。
下記の段階のうち、最も近いと思われるものをお選びください。

（単一回答）

第１段階． 仕事の
基本ややり方を習
得しつつある段階

第２段階． ひとり立
ちしている段階

第３段階． 常に、期
待以上の成果をあ
げ続けている段階

第４段階． 自分なら
ではの知識や技術、
やり方が高く評価さ
れている段階

第５段階． その道
をきわめ、第一人
者として社会的に
広く認められている
段階

無回答

9.0 19.4 21.4 40.7 7.2 2.3 

■あなたが目標達成や問題解決の責任を負っている職務の大きさはどのレベルですか。
下記の段階のうち、最も近いと思われるものを選んでください。

（単 回答）（単一回答）

日常業務の改善レ
ベル

やや日常業務の改
善レベル

どちらともいえない
やや経営の変革レ
ベル

経営の変革レベル 無回答

5.4 10.8 32.8 27.8 20.8 2.3

■あなたは、その職務をどの程度のレベルでできていると思いますか。
下記の段階のうち、最も近いと思われるものを選んでください。

（単一回答）

とても高いレベルで 高いレベルでできて
できている どちらともいえない あまりできていない 無回答

できている いる
できている どちらともいえない あまりできていない 無回答

6.7 31.9 42.1 14.3 2.7 2.3

■あなたはその職務において、社内外のどの範囲の人たちと関わっていますか。
下記の段階のうち、最も近いと思われるものを選んでください。

（単一回答）

特定の部署の少数
の人と

やや特定の部署の
少数の人と

どちらともいえない
やや様々な部門の
多くの人々や社外
の多様な人たちと

様々な部門の多くの
人々や社外の多様
な人たちと

無回答

4 6 12 5 17 8 31 8 31 0 2 3

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

4.6 12.5 17.8 31.8 31.0 2.3

■あなたは、その人たちと関わるにあたり、関係者との信頼関係をつくり、良い影響を与えることが、どの程度できていると思いますか。
（単一回答）

とても高いレベルで
できている

高いレベルででき
ている

できている どちらともいえない あまりできていない 無回答

7.1 31.9 46.3 10.6 1.8 2.3 
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■あなたはこれからどのような働き方をしたいと考えていますか。
（単一回答）

現在の職場で
働き続けて、高
い役職に就きた
い

現在の職場で
働き続けて、専
門性を高めたい

別の企業・組織
に転職し、高い
役職を目指した
い

別の企業・組織
に転職し、専門
性を高めたい

自分でビジネス
を営みたい

大学や学術研
究機関等の研
究者になりたい

その他 無回答

28.6 19.2 13.9 10.7 14.9 4.2 6.2 2.3
※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

■現在、大学院博士課程へ入学したいと考えていますか。

（単一回答）

すでに、卒業した
現在、在学してい
る

いずれ、入学した
い

入学は考えていな
い

10.6 3.3 30.6 55.5 

下記における年収を税込の実績 お教えください■下記における年収を税込の実績でお教えください。
昨年の年収の場合は2009年4月から2010年3月末までの税込の実績のように、一昨年度の実績でお答えください。
※臨時収入、副収入は除いてお答えください。

（単一回答）

100万円未
満

100万円以
上200万円
未満

200万円以
上300万円
未満

300万円以
上400万円
未満

400万円以
上500万円
未満

500万円以
上600万円
未満

600万円以
上700万円
未満

大学院修士課程入学（直）前の1年間 0.8 0.4 1.2 1.7 6.3 11.1 10.9 
大学院修士課程修了後の1年間 1.7 0.9 0.8 2.4 5.9 8.9 12.0 
昨年 3.3 0.6 0.9 1.9 3.7 7.7 9.0昨年 3.3 0.6 0.9 1.9 3.7 7.7 9.0 

700万円以
上800万円
未満

800万円以
上900万円
未満

900万円以
上1000万円
未満

1000万円以
上1200万円
未満

1200万円以
上1500万円
未満

1500万円以
上

無回答

大学院修士課程入学（直）前の1年間 13.8 13.1 10.3 12.5 8.0 4.1 5.9 
大学院修士課程修了後の1年間 11.6 13.3 10.8 15.4 8.6 6.3 1.4 
昨年 11.3 12.6 9.1 18.4 13.0 8.2 0.0 

■下記における勤務先での役職は、次のどれにあてはまりますか。名称が異なる場合も、職階（職位）が近いと思われるものをお
選びください。

※ここでの専門職は、営業、技術、事務など、すべての分野を含みます。※出向中の場合は、本社の役職をお答えください。
（単一回答）

部長クラス
の管理職

部長クラス
と同待遇の
専門職

課長クラス
の管理職

課長クラス
と同待遇の
専門職

係長・主任
クラスの管
理職

係長・主任
クラスと同
待遇の専門
職

役職にはま
だついてい
ない（いな
かった）

無回答

大学院修士課程入学（直）前 7.9 2.6 13.6 10.0 16.1 14.9 24.3 10.6 
大学院修士課程入学前の最長 7.1 2.3 12.5 8.5 16.6 17.6 26.4 9.0 

現在 11.5 5.7 17.4 12.6 11.3 13.5 15.7 12.4 

■大学院修士課程修了後に、下記の変化を経験しましたか。

（単一回答）

経験した
経験しな
かった

無回答

部門異動 42.1 55.6 2.3 

昇進 43.6 54.1 2.3 

年収増加 56.1 41.6 2.3 

転職 21.5 76.2 2.3 

独立 開業 5 4 92 3 2 3

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

独立・開業 5.4 92.3 2.3 
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■大学院修士課程へ入学したのは、何年の何月でしたか。（4ケタの西暦でお答えください）またその時の年齢も教えてください。
※大学院修士課程に入学する前の最終学歴から、大学院修士課程入学までの期間を集計している。

（単一回答）
３か月未満 ３～６か月未満 ６か月～１年未満 １～２年未満 ２～３年未満 ３～４年未満 ４～５年未満

5.7 0.0 0.5 1.4 1.9 4.0 3.7 
５～７年未満 ７～１０年未満 １０～１５年未満 １５～２０年未満２０～３０年未満３０年以上 無回答

10.4 20.3 15.2 24.2 11.1 0.9 0.6 

■大学院修士課程へ入学した年齢
（単一回答）

18歳未満 19-22歳 23-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳
0.0 2.1 4.4 18.4 28.8 25.9 12.2 

45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70歳以上 無回答
6.3 1.2 0.6 0.1 0.0 0.0 0.0 

■あなたが入学した修士課程では、入学に際して以下のような職業経験に関する条件が求められましたか。

2、3を選んだ方は、職業経験年数も条件にありましたら、お答えください。

（複数回答）

1. まったく求
められなかっ
た

2. 特定の職業
経験をもって
いること

3. 特に分野を
限定しないが、
職業経験を
もっていること

4. 職場からの
推薦

5. その他

44.8 5.8 37.5 20.6 4.8

※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

特定の職業経験をもっていること
（単一回答）

1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10年以上 無回答
0.0 1.0 2.7 0.9 0.0 95.4 

特に分野を限定しないが、職業経験をもっていること
（単一回答）

1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10年以上 無回答

0 0 7 0 17 0 3 1 0 1 72 80.0 7.0 17.0 3.1 0.1 72.8 

■多くの大学院修士課程のなかで、卒業された大学院を選ぶ際に重視したことは何でしたか。

（複数回答）

場所が便利だっ
た

教員が魅力的
だった

同級生などとの人
的交流が魅力的
だった

講義が魅力的
だった

ゼミが魅力的だっ
た

有名な大学の大
学院だった

学費が安かった

68.6 66.7 32.0 62.0 15.8 46.7 29.3

設備が整 ていた
開講の時間帯が 入試方法が合っ 勤務先から指定さ

卒業生からの情
報や評判が高

そこにしか受から
その他設備が整っていた

開講の時間帯が
合っていた

入試方法が合っ
ていた

勤務先から指定さ
れていた

報や評判が高
かった

そこにしか受から
なかった

その他

18.0 58.2 20.7 9.1 17.8 1.9 8.2

※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

さらに、その中で最も重要なものを1つお答えください。

（単一回答）

場所が便利だっ
た

教員が魅力的
だった

同級生などとの人
的交流が魅力的
だった

講義が魅力的
だった

ゼミが魅力的だっ
た

有名な大学の大
学院だった

学費が安かった

10 6 22 0 4 9 21 1 1 7 10 8 2 6

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

10.6 22.0 4.9 21.1 1.7 10.8 2.6

設備が整っていた
開講の時間帯が
合っていた

入試方法が合っ
ていた

勤務先から指定さ
れていた

卒業生からの情
報や評判が高
かった

そこにしか受から
なかった

その他

0.3 13.6 0.9 4.9 1.5 0.1 5.0

「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった
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■大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を勤務先に負担してもらいましたか。

（単一回答）
勤務先に費用をす
べて負担しても
らった

勤務先に費用を
一部負担しても
らった

勤務先に費用を
まったく負担しても
らわなかった

無回答

12 2 9 7 71 7 6 412.2 9.7 71.7 6.4 

■大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を、どのくらい自己負担で賄いましたか。
（単一回答）

50万円未満
50～100万円
未満

100～150万
円未満

150～200万
円未満

200～250万
円未満

250～300万
円未満

300～350万
円未満

350万円以上無回答

3.5 4.6 14.9 10.6 6.3 12.0 13.6 15.8 18.7 

■大学院修士課程在学中に仕事はしていましたか。
※在学途中に勤務時間等の程度を変えた場合は 最も長い期間に当たる勤務状況をお答えください※在学途中に勤務時間等の程度を変えた場合は、最も長い期間に当たる勤務状況をお答えください。

（単一回答）
仕事をして
いた

仕事はして
いなかった

85.2 14.8 

■大学院修士課程を、何年何カ月かけて修了しましたか。
※例えば、3年0か月の場合は、年に3を、月に0を入力してください。

（単一回答）
1年1か月以上 ２年1か月以上 ３年1か月以上

１年未満 １年０カ月
1年1か月以上
２年未満

２年０カ月
２年1か月以上
３年未満

３年０カ月
３年1か月以上
４年未満

４年０カ月 ４年１カ月以上

0.1 3.1 17.6 63.4 4.1 5.9 3.6 0.8 1.3 

■どのような時間帯に大学院修士課程に通学しましたか。

（複数回答）

平日昼間 平日夜間 土日昼間 土日夜間
集中講義など
が設定された
特定の期間

14.3 74.0 70.5 32.3 18.7

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute 12
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■大学院修士課程在学中に、学業のために使った時間を、それぞれ1週間当たりの合計時間でお答えください。
※平均的な週を想定し、1時間未満は四捨五入してください。

（単一回答）

1時間未満
1時間以上
2時間未満

2時間以上
3時間未満

3時間以上
4時間未満

4時間以上
5時間未満

5時間以上
7時間未満

7時間以上10
時間未満

10時間以上
15時間未満

15時間以上
20時間未満

授業、ゼミ
などの出
席時間

0.3 0.4 2.8 6.3 2.4 11.6 12.4 34.6 16.7 

学業のた
めに自分
で学習す
る時間

0.0 0.0 1.5 4.4 3.5 11.7 5.5 29.2 12.1 

同級生な
どとの交
流などに
使う時間

3.1 17.9 23.4 16.7 10.8 17.6 3.0 5.7 1.0 

使う時間
通学に要
する往復
の移動時
間

8.9 18.9 19.9 14.5 9.5 12.1 5.5 7.6 1.3 

20時間以上
25時間未満

25時間以上
30時間未満

30時間以上
35時間未満

35時間以上
40時間未満

40時間以上
45時間未満

45時間以上
50時間未満

50時間以上 無回答

授業、ゼミ
などの出
席時間

7.9 0.9 1.9 0.5 0.5 0.1 0.6 0.0 

学業 た学業のた
めに自分
で学習す
る時間

16.5 3.0 4.4 2.1 2.3 0.5 3.3 0.0 

同級生な
どとの交
流などに
使う時間

0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 

通学に要
する往復する往復
の移動時
間

0.8 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 

■履修登録した授業への出席率は、平均何割程度でしたか。

（単一回答）
1割未満しか出席
できなかった

1～2割程度しか
出席できなかった

3～4割程度出席
した

5～6割程度出席
した

7～8割程度出席
した

8割以上出席した

0.0 0.0 0.1 1.3 10.2 88.4 

■大学院修士課程での学習等は、下記における仕事内容と、どの程度関連していますか。■大学院修士課程での学習等は、下記における仕事内容と、どの程度関連していますか。
大学院修士課程入学（直）前の仕事内容と、下記の学習等との関連

（単一回答）
密接に関連し
ている

ある程度関連
している

関連していない無回答

座学形式の授業 21.6 51.1 20.8 6.4 
ディスカッション形式の授業・ゼミ 27.7 46.8 19.0 6.4 
教員との交流・教員の個人指導 22.7 43.9 27.0 6.4 
学生間の交流 13.4 44.1 36.0 6.4 

現在の仕事内容と 下記の学習等との関連

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

現在の仕事内容と、下記の学習等との関連
（単一回答）

密接に関連し
ている

ある程度関連
している

関連していない無回答

座学形式の授業 30.4 49.9 17.4 2.3 
ディスカッション形式の授業・ゼミ 37.3 47.4 13.0 2.3 
教員との交流・教員の個人指導 28.2 47.4 22.1 2.3 
学生間の交流 19.9 49.6 28.2 2.3 
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■以下の項目は、あなたの大学院修士課程での学習姿勢にどの程度あてはまりますか。
（単一回答）

かなりあては
まる

少しあてはま
る

あまりあては
まらない

まったくあて
はまらない

座学形式の授業を熱心に受講した 59.7 28.4 8.2 3.6 
ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 52.8 34.4 11.6 1.3 
与えられたレポ トや課題を着実にこなした 73 6 23 2 3 1 0 1与えられたレポートや課題を着実にこなした 73.6 23.2 3.1 0.1 
授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交換を行った 35.3 39.1 23.4 2.2 
教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 43.8 40.8 14.0 1.4 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 53.0 36.6 9.8 0.6 
予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 33.5 37.3 22.8 6.4 
学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 44.5 36.2 16.5 2.8 
ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 35.7 33.1 24.7 6.6 
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積極的に利用した 40.0 33.5 19.4 7.1 

■修士論文（修了レポート形式も含む）に、在学中取り組みましたか。修 論文（修了 ポ ト形式も含む） 、在学中取り組みました 。

（単一回答）

修了要件だったの
で、取り組んだ

修了要件ではな
かったが、取り組ん
だ

取り組んでいない

68.7 12.4 18.9 

■修士論文（研究レポートを含む）の執筆状況について、以下の項目は、どの程度あてはまりますか。
（単一回答）

かなりあては少しあては あまりあては まったくあて
無回答

まる まる まらない はまらない
無回答

指導教員が論文（研究レポートを含む）の執筆を綿密に指導し
てくれた

49.8 22.3 6.6 2.4 18.9 

指導教員が実務家出身というように現場経験が豊かだった 30.2 17.4 19.8 13.6 18.9 

一般学生と同等以上の高い水準の論文を社会人に対しても要
求された

38.7 27.7 12.9 1.8 18.9 

職業経験を生かした実践的内容の論文を書いた 43.5 20.2 11.3 6.0 18.9 
同級生らと討議し探究を深めた 38.5 26.3 12.2 4.1 18.9 
研究テーマや研究材料に、自分の仕事に関連するものを用い

47 0 18 0 8 9 7 2 18 9
究 究 、

た
47.0 18.0 8.9 7.2 18.9 

■修了された大学院修士課程での学習等の各項目について、満足されましたか。
（単一回答）

非常に満
足している

まあ満足し
ている

あまり満足
していない

満足してい
ない

教員 69.9 26.9 2.6 0.6
同級生 61.5 31.9 5.0 1.5
カリキュラム（授業、ゼミなど） 51.5 43.5 4.1 0.9
設備 35.3 52.9 9.5 2.3
キャリアに関するセミナー・個別相談 10.6 35.1 35.4 18.9
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■大学院修士課程への入学目的をお答えください。
（複数回答）

仕事に必要な基
礎的なスキル（コ
ミュニケーション
能力や問題解決
能力など）を身に

論理的にものごと
を考える力を高め
るため

仕事に必要な専
門的な知識や技
術を身につけるた
め

教養を深めるた
め

これまでの仕事
経験を理論的に
整理するため

教員や同級生な
どと交流し、人的
ネットワークを充
実させるため能力など）を身に

つけるため
め 実させるため

65.4 65.6 75.5 52.6 55.3 59.8 

入学時に在籍し
ていた会社での
処遇の向上（昇
進・昇給）のため

転職や独立開業
に役立てるため

大学等の研究者
になるため

修士卒という肩書
を得るため

資格取得のため

「転職先が見つか
らない」「仕事が
つまらない」「仕
事が忙しい」など
の状況から緊急
避難するため

その他

15.2 30.4 4.9 37.1 14.0 7.3 5.0 
※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

さらに、その中で最も重要な目的を1つお答えください。
（単一回答）

仕事に必要な基
礎的なスキル（コ
ミュニケーション
能力や問題解決
能力など）を身に
つけるため

論理的にものごと
を考える力を高め
るため

仕事に必要な専
門的な知識や技
術を身につけるた
め

教養を深めるた
め

これまでの仕事
経験を理論的に
整理するため

教員や同級生な
どと交流し、人的
ネットワークを充
実させるため

つけるため
8.8 10.6 34.2 4.6 16.2 4.1 

入学時に在籍し
ていた会社での
処遇の向上（昇
進・昇給）のため

転職や独立開業
に役立てるため

大学等の研究者
になるため

修士卒という肩書
を得るため

資格取得のため

「転職先が見つか
らない」「仕事が
つまらない」「仕
事が忙しい」など
の状況から緊急
避難するため

その他

1.0 6.2 0.9 5.8 2.8 2.2 2.6 

※「その他」と回答した場合 自由記述でその内容を回答してもらった※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

■大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。

（複数回答）

仕事に必要な基礎
的なスキル（コミュニ
ケーション能力や問
題解決能力など）が
身についた

論理的にものごとを
考える力が高められ
た

仕事に必要な専門
的な知識や技術が
身についた

教養が深められた
これまでの仕事経験
を理論的に整理する
ことができた

教員や同級生などと
交流し、人的ネット
ワークを充実させた

66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9

入学時に在籍してい
た会社での処遇が
向上（昇進・昇給）し
た

転職や独立開業に
役立った

大学等の研究者に
なれた

資格が取得できた その他

14.7 15.3 1.7 17.4 2.6

※P.10下部に掲載した表「処遇等の変化」のにあるように、実際修了後に、昇進・年収増加、転職・独立開業を経験した人が少
ないために、大学院の学習によって、処遇等の向上に役立ったと答えた人も少なくなっている
※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった
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■大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。

（複数回答）

自分に対して自
信がついた

周囲からの評価が
上がった

将来のキャリアパ
スが明確になった

視野が広くなった
考え方が柔軟に
なった

仕事の効率が上
がった

仕事への意欲
が高まった

73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 
仕事以外のプラ 自分の職場や職業 現在勤務する組

感 安が が身
仕事以外のプラ
イベートが充実し
た

自分の職場や職業
経験を客観的に見
直すことができた

現在勤務する組
織への帰属意識
が高まった

成長実感を得られ
た

雇用不安が解消
された

学習習慣が身に
付いた

その他

34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 
※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

さらに、その中で最も重要だと考える変化があったと思うものを1つ選んでください。
（単一回答）

自分に対して自
信がついた

周囲からの評価が
上がった

将来のキャリアパ
スが明確になった

視野が広くなった
考え方が柔軟に
なった

仕事の効率が上
がった

仕事への意欲
が高まった信が いた 上がった スが明確になった なった がった が高まった

26.5 3.5 7.0 27.5 6.2 1.2 1.8 
仕事以外のプラ
イベートが充実し
た

自分の職場や職業
経験を客観的に見
直すことができた

現在勤務する組
織への帰属意識
が高まった

成長実感を得られ
た

雇用不安が解消
された

学習習慣が身に
付いた

その他

3.2 10.7 0.1 4.9 0.6 5.8 1.0 

※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった

■現在、仕事を進めるにあたって、あなたは以下の能力をどの程度持っていると思いますか。
（単一回答）

十分持ってい
る

持っている
どちらともい
えない

あまり持って
いない

持っていない

円満な人間関係を築く力 29.9 57.4 10.0 2.2 0.5 
人と協力しながら物事に取り組む力 34.1 56.6 7.1 1.9 0.3 
目標に向かって人や集団をひっぱる力 22.9 51.1 19.8 5.5 0.6 
自分の感情をコントロールする力 27.0 45.8 21.2 5.4 0.5 
やる気を維持する力 25.5 51.7 18.7 3.2 0.9 
良い行動を習慣として続けられる力 22.5 53.3 19.4 4.1 0.6 
情報を収集・分析して、課題を発見する力 39.1 51.6 7.9 1.3 0.1 
課題解決のための計画を立案する力 36 2 52 3 9 9 1 4 0 3課題解決のための計画を立案する力 36.2 52.3 9.9 1.4 0.3 
行動を起こし、最後までやりきる力 35.9 48.9 13.5 1.2 0.5 
文章の構成や要旨を的確に理解する力 37.2 46.7 12.6 3.2 0.3 
データや数字をすばやく読み取る力 32.0 48.4 15.6 3.9 0.1 
論理的に物事を分析・構築する力 38.7 47.2 12.2 1.5 0.3 
独自のものの見方や考え方をする力 29.9 48.3 18.5 2.8 0.5 
現在の仕事に関する専門的な知識 29.7 51.2 14.4 4.2 0.4 
現在の仕事の遂行に必要な技術やノウハウ 27.2 52.6 16.3 3.5 0.4 

■大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
（単一回答）（単 回答）

とても高まっ
た

高まった
どちらともい
えない

あまり高まら
なかった

高まらなかっ
た

円満な人間関係を築く力 15.8 42.0 35.5 3.9 2.8 
人と協力しながら物事に取り組む力 20.3 45.2 28.8 3.2 2.4 
目標に向かって人や集団をひっぱる力 16.7 40.0 35.0 5.5 2.7 
自分の感情をコントロールする力 14.5 30.5 44.8 6.0 4.1 
やる気を維持する力 20.7 43.4 29.2 3.9 2.8 
良い行動を習慣として続けられる力 21.6 45.3 26.5 3.9 2.7 
情報を収集・分析して、課題を発見する力 37.1 48.3 13.0 1.2 0.5 
課題解決 ため 計画を立案する力
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課題解決のための計画を立案する力 30.8 46.2 20.3 1.7 1.0 
行動を起こし、最後までやりきる力 26.3 39.6 29.2 3.0 1.9 
文章の構成や要旨を的確に理解する力 31.5 46.7 18.8 2.2 0.8 
データや数字をすばやく読み取る力 29.3 48.9 17.9 3.3 0.5 
論理的に物事を分析・構築する力 37.8 47.2 12.6 1.9 0.4 
独自のものの見方や考え方をする力 25.5 46.3 24.7 2.6 0.9 
現在の仕事に関する専門的な知識 22.9 40.7 24.8 6.6 5.0 
現在の仕事の遂行に必要な技術やノウハウ 19.6 39.0 30.1 6.0 5.3 
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■現在、あなたは以下の知識・スキル等をどの程度持っていると思いますか。それぞれあてはまるものをお選びください。
（単一回答）

十分持って
いる

持っている
どちらともい
えない

あまり持って
いない

持っていない

困難な事態においても目標に向かって進む力 29.5 57.8 11.2 0.8 0.8 
状況を俯瞰して全体構造を把握できる力 34.4 54.4 9.9 1.0 0.3 
客観的に状況を捉え 論理的に説明できる力 35 0 52 3 11 2 1 0 0 5客観的に状況を捉え、論理的に説明できる力 35.0 52.3 11.2 1.0 0.5 
問題に対して、建設的な方向を模索する力 34.1 54.7 10.4 0.4 0.4 
ひとを巻き込み、引っ張るリーダーシップ 18.0 45.9 27.8 6.7 1.5 
総合的な経営の知識・スキル 20.3 54.8 19.8 4.0 1.0 
特定分野の専門的知識・スキル 28.2 52.4 16.2 2.6 0.6 
経済・社会の知識 15.7 58.9 21.6 3.7 0.0 
国際的なビジネス感覚 12.7 32.2 29.6 20.7 4.8 
英語の能力 12.6 29.1 22.3 23.8 12.2 

■大学院修士課程での学習によって 以下の知識 スキル等はどの程度高まったと思いますか■大学院修士課程での学習によって、以下の知識・スキル等はどの程度高まったと思いますか。
（単一回答）

とても高まっ
た

高まった
どちらともい
えない

あまり高まら
なかった

高まらなかっ
た

困難な事態においても目標に向かって進む力 24.3 44.7 25.6 3.0 2.4 
状況を俯瞰して全体構造を把握できる力 31.1 48.4 17.2 2.2 1.0 
客観的に状況を捉え、論理的に説明できる力 31.7 50.2 15.7 1.7 0.8 
問題に対して、建設的な方向を模索する力 24.6 48.9 22.7 2.4 1.4 
ひとを巻き込み、引っ張るリーダーシップ 14.4 38.5 37.1 6.8 3.2 
総合的な経営の知識・スキル 34.9 47.5 13.8 2.6 1.3 
特定分野の専門的知識・スキル 26.0 44.5 21.2 4.9 3.3 
経済・社会の知識 20.1 52.3 21.9 4.2 1.5 
国際的なビジネス感覚 10.0 29.1 33.8 17.5 9.5 
英語の能力 6.6 18.7 29.9 20.1 24.8 

■大学院修士課程で得た人的ネットワークを、卒業後にどの程度活用されているかお答えください。
（単一回答）

同級生や教員
と一緒に、仕事

同級生や教員
に、具体的な
仕事について

情報交換など
をしている

ほとんど会って
いない

無回答緒 、仕事
をした

仕事について
相談した

をしている いない
回答

12.2 17.8 59.1 10.9 0.0 

■どの大学院修士課程の研究科・専攻に入学されましたか。
※実際に入学した研究科名・専攻名を回答してもらったものを任意で経営系と財務・会計・金融系に集計した。

（単一回答）

経営系
財務・会計・
金融系

66 0 34 066.0 34.0 
※教育機関の名称を別途回答してもらった

■大学院修士課程を卒業したのは、何年の何月でしたか。

※調査実施の2011年2月から、回答した年月を引いた卒業後経過年数を集計した。

（単一回答）

３か月未満
３～６か月未
満

６か月～１年
未満

１～２年未満 ２～３年未満 ３～４年未満

0.1 6.0 17.2 17.9 19.0 13.1

７～１０年未 １０～１５年未 １５～２０年未
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４～５年未満 ５～７年未満
７～１０年未
満

１０～１５年未
満

１５～２０年未
満

２０年以上

11.5 9.7 3.9 1.0 0.5 0.0



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■大学院修士課程に入学する以前の最終学歴は何でしたか。1～4の中でお選びください。教育機関の名称をお答えください。
（単一回答）

1.大学
2.大学院
修士課程

3.大学院
博士課程

4.その他

86.9 10.7 1.0 1.4 
※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった
※教育機関の名称を別途回答してもらった※教育機関の名称を別途回答してもらった

■上記の学校の専攻分野は何ですか。
（単一回答）

■上記の学校を卒業・修了したのは、何年の何月でしたか。

（単一回答）

1960年代 1970年代 1980年代前半 1980年代後半 1990年代前半 1990年代後半 2000年代前半 2000年代後半

0.4 1.8 5.3 14.2 21.9 30. 9 17.3 8.4 

人文科学 社会学
法・政治
学

経済学
経営学・
商学

理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政学 その他

7.3 3.0 14.8 21.9 20.8 3.9 17.2 1.7 0.5 1.2 0.4 7.3 
※「その他」と回答した場合、自由記述でその内容を回答してもらった。

■現在、配偶者の方はいらっしゃいますか。

（単一回答）

いる いない

72.5 27.5 

■お子様はいらっしゃいますか。

（単一回答）

いる いない

53.4 46.6 
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クロス集計表クロス集計表
入学目的／大学院満足度／学習成果
／意識等の変化／基礎力の変化

ＲＥＣＲＵＩＴ Works InstituteＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute

クロス集計表内の「＊」の表記は、該当するカテゴリが、
全体に比べて、1％水準で統計的に有意なことを示す。



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■入学年齢別にみた入学目的

•「これまでの仕事経験を理論的に整理するため」という入学目的を持っていた割合は、35歳以上は、35歳
未満に比べて大きい。
「転職や独立開業に役立てるため」という入学目的を持 ている割合は 20代後半はその他の年齢層に•「転職や独立開業に役立てるため」という入学目的を持っている割合は、20代後半はその他の年齢層に

比べて大きい。
•「資格取得のため」という入学目的を持っている割合は、20代前半はその他の年齢層に比べて大きい。

（複数回答）

仕事に必要
な基礎的な
スキル（コ

ケ
論理的にも

仕事に必要
な専門的な

これまでの
教員や同級
生などと交

入学時に在
籍していた

n
ミュニケー
ション能力
や問題解決
能力など）を
身につける
ため

論理的にも
のごとを考
える力を高
めるため

な専門的な
知識や技術
を身につけ
るため

教養を深め
るため

これまでの
仕事経験を
理論的に整
理するため

生などと交
流し、人的
ネットワーク
を充実させ
るため

籍していた
会社での処
遇の向上
（昇進・昇
給）のため

全体 777 65.4 65.6 75.5 52.6 55.3 59.8 15.2 
25歳未満 50 52.0 48.0 72.0 34.0 2.0* 34.0* 0.0*
25歳以上30歳未満 143 60.8 65.7 73.4 50.3 47.6 56.6 14.0 
30歳以上35歳未満 224 64 3 62 1 75 9 57 1 51 8 63 4 17 930歳以上35歳未満 224 64.3 62.1 75.9 57.1 51.8 63.4 17.9 
35歳以上40歳未満 201 73.6 73.1 77.1 53.7 67.2* 67.2 15.4 
40歳以上45歳未満 95 70.5 74.7 71.6 58.9 69.5 60.0 15.8 
45歳以上50歳未満 49 51.0 51.0 83.7 36.7 69.4 51.0 20.4 
50歳以上 15 73.3 66.7 80.0 66.7 66.7 53.3 13.3 

n
転職や独立
開業に役立

大学等の研
究者になる

修士卒とい
う肩書を得

資格取得の

「転職先が
見つからな
い」「仕事が
つまらない」
「仕事が忙し その他n 開業に役立

てるため
究者になる
ため

う肩書を得
るため

ため
「仕事が忙し
い」などの状
況から緊急
避難するた
め

その他

全体 777 30.4 4.9 37.1 14.0 7.3 5.0 
25歳未満 50 14.0 6.0 42.0 32.0* 12.0 4.0 
25歳以上30歳未満 143 42.7* 4.2 37.8 10.5 9.8 4.2 
30歳以上35歳未満 224 35.3 4.0 34.4 17.9 8.9 3.1 
35歳以上40歳未満 201 23 9 5 5 38 8 12 9 5 0 6 0

Q. （表頭）大学院修士課程への入学目的をお答えください。
Q .（表側）大学院修士課程へ入学したのは、何年の何月でしたか。（4ケタの西暦でお答えください）またその時の年
齢も教えてください。

35歳以上40歳未満 201 23.9 5.5 38.8 12.9 5.0 6.0 
40歳以上45歳未満 95 32.6 4.2 40.0 9.5 7.4 7.4 
45歳以上50歳未満 49 10.2* 8.2 32.7 4.1 0.0 8.2 
50歳以上 15 33.3 6.7 26.7 6.7 0.0 6.7 
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■入学年齢別にみた大学院満足度

•大学院の各要素への満足度は、大学院入学時の年齢層によって大きな違いはない。

（項目ごとに単一回答）（項目ごとに単 回答）

n 教員 同級生
カリキュラ
ム（授業、
ゼミなど）

設備

キャリアに
関するセミ
ナー・個別
相談

全体 777 96.8 93.4 95.0 88.2 45.7 

25歳未満 50 100.0 86.0 88.0 86.0 52.0 

25歳以上30歳未満 143 98.6 92.3 93.7 90.9 42.7 

30歳以上35歳未満 224 95.5 94.2 95.5 87.1 41.5 

35歳以上40歳未満 201 95 0 94 5 95 5 86 1 49 8

Q. （表頭）修了された大学院修士課程での学習等の各項目について、満足されましたか。
※満足度を「非常に満足している・まあ満足している・あまり満足していない・満足していない」の4件法で回答しても
らったが、上位2つまでを「満足している」として合計した割合を使用。
Q （表側）大学院修士課程へ入学したのは 何年の何月でしたか （4ケタの西暦でお答えください）またその時の年

35歳以上40歳未満 201 95.0 94.5 95.5 86.1 49.8 

40歳以上45歳未満 95 97.9 92.6 98.9 89.5 44.2 

45歳以上50歳未満 49 98.0 100.0 93.9 93.9 49.0 

50歳以上 15 100.0 86.7 93.3 86.7 60.0 

Q. （表側）大学院修士課程へ入学したのは、何年の何月でしたか。（4ケタの西暦でお答えください）またその時の年
齢も教えてください。
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■入学年齢別にみた学習成果

•「これまでの仕事経験を理論的に整理することができた」という学習成果を得た割合は、40代前半はその他
の年齢層に比べて大きい。

「転職や独立開業に役立 た」という学習成果を得た割合は 20代後半はその他の年齢層に比べて大きい• 「転職や独立開業に役立った」という学習成果を得た割合は、20代後半はその他の年齢層に比べて大きい。

（複数回答）

n

仕事に必要な
基礎的なスキ
ル（コミュニ
ケーション能
力や問題解
決能力など）

論理的にもの
ごとを考える
力が高められ
た

仕事に必要な
専門的な知識
や技術が身に
ついた

教養が深めら
れた

これまでの仕
事経験を理論
的に整理する
ことができた

教員や同級
生などと交流
し、人的ネット
ワークを充実
させた決能力など）

が身についた
させた

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 

25歳未満 50 58.0 64.0 78.0 68.0 6.0* 50.0*

25歳以上30歳未満 143 66.4 68.5 67.8 65.7 39.9* 69.9 

30歳以上35歳未満 224 63.8 69.6 67.0 66.1 55.4 68.8 

35歳以上40歳未満 201 68.7 75.6 72.6 66.2 63.7 73.6 

40歳以上45歳未満 95 69.5 80.0 67.4 69.5 69.5* 73.7 

歳 上 歳未満45歳以上50歳未満 49 63.3 69.4 83.7 59.2 65.3 73.5 

50歳以上 15 73.3 86.7 66.7 66.7 53.3 66.7 

n

入学時に在籍
していた会社
での処遇が向
上（昇進・昇
給）した

転職や独立
開業に役立っ
た

大学等の研
究者になれた

資格が取得で
きた

その他

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 

25歳未満 50 0.0* 6.0 0.0 22.0 2.0 

25歳以上30歳未満 143 14.7 25.9* 2.8 21.0 2.1 

30歳以上35歳未満 224 13.8 16.5 0.9 16.5 1.8 

35歳以上40歳未満 201 17.9 11.4 1.5 10.4 2.5 

40歳以上45歳未満 95 18.9 10.5 2.1 24.2 6.3 

45歳以上50歳未満 49 14.3 10.2 0.0 20.4 0.0 

50歳以上 15 6.7 26.7 13.3 20.0 6.7 

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）大学院修士課程へ入学したのは、何年の何月でしたか。（4ケタの西暦でお答えください）またその時の年
齢も教えてください。
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■入学年齢別にみた意識等の変化

•「将来のキャリアパスが明確になった」という変化があった割合は、年齢層が若いほど大きい。た
だし、50歳以上を除く。

「学習習慣が身に付いた」という変化があ た割合は 40代はその他の年齢層に比べて大きい• 「学習習慣が身に付いた」という変化があった割合は、40代はその他の年齢層に比べて大きい。

（複数回答）

n
自分に対し
て自信がつ
いた

周囲からの
評価が上
がった

将来のキャ
リアパスが
明確になっ
た

視野が広く
なった

考え方が柔
軟になった

仕事の効率
が上がった

仕事への意
欲が高まっ
た

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 

25歳未満 50 58.0 42.0 34.0 64.0* 40.0 2.0* 26.0 

25歳以上30歳未満 143 70.6 45.5 33.6 81.8 60.1 35.0 39.2 

30歳以上35歳未満 224 74.1 44.6 31.2 82.1 60.7 34.4 39.7 

35歳以上40歳未満 201 75.1 45.3 25.4 85.6 64.2 32.3 35.3 

40歳以上45歳未満 95 81.1 34.7 22.1 86.3 56.8 34.7 46.3 

45歳以上50歳未満 49 67.3 40.8 16.3 85.7 53.1 28.6 30.6 

50歳以上 15 86 7 53 3 26 7 93 3 66 7 53 3 33 350歳以上 15 86.7 53.3 26.7 93.3 66.7 53.3 33.3 

n
仕事以外の
プライベート
が充実した

自分の職場
や職業経験
を客観的に
見直すこと
ができた

現在勤務す
る組織への
帰属意識が
高まった

成長実感を
得られた

雇用不安が
解消された

学習習慣が
身に付いた

その他

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

25歳未満 50 22.0 14.0* 4.0 44.0 4.0 28.0 4.0 

25歳以上30歳未満 143 30.8 60.1 6.3 59.4 9.1 38.5 1.4 

30歳以上35歳未満 224 37.9 65.2 8.5 60.3 7.1 49.6 1.8 

35歳以上40歳未満 201 35.3 70.6 6.0 68.2 3.5 48.3 2.5 

40歳以上45歳未満 95 35.8 78.9* 6.3 67.4 7.4 57.9 2.1 

45歳以上50歳未満 49 32.7 65.3 6.1 49.0 2.0 59.2 0.0 

50歳以上 15 53.3 60.0 13.3 60.0 13.3 46.7 0.0 

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）大学院修士課程へ入学したのは、何年の何月でしたか。（4ケタの西暦でお答えください）またその時の年
齢も教えてください。
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■入学年齢別にみた基礎力の変化

•大学院での学習によって高まった基礎力は、年齢層別による大きな違いはない。

（項目ごとに単一回答）（項目ごとに単一回答）

対人能力 対自己能力 対課題能力

n
円満な人
間関係を
築く力

人と協力
しながら
物事に取
り組む力

目標に向
かって人
や集団を
ひっぱる
力

自分の感
情をコント
ロールす
る力

やる気を
維持する
力

良い行動
を習慣とし
て続けら
れる力

情報を収
集・分析し
て、課題
を発見す
る力

課題解決
のための
計画を立
案する力

行動を起
こし、最後
までやりき
る力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 

25歳未満 50 60.0 70.0 42.0 42.0 56.0 60.0 78.0 76.0 64.0 

25歳以上30歳未満 143 60 8 65 7 55 9 44 8 58 7 64 3 86 0 76 9 69 925歳以上30歳未満 143 60.8 65.7 55.9 44.8 58.7 64.3 86.0 76.9 69.9 

30歳以上35歳未満 224 55.4 62.9 55.8 43.8 63.4 63.8 87.1 75.9 63.8 

35歳以上40歳未満 201 58.2 66.7 58.2 43.3 67.2 69.7 85.1 76.6 66.2 

40歳以上45歳未満 95 57.9 69.5 65.3 47.4 67.4 71.6 85.3 82.1 65.3 

45歳以上50歳未満 49 49.0 55.1 51.0 46.9 63.3 65.3 81.6 69.4 59.2 

50歳以上 15 80.0 80.0 73.3 80.0 93.3 100.0 93.3 93.3 86.7 

処理力 思考力 専門力

n

文章の構
成や要旨
を的確に

データや
数字をす
ばやく読

論理的に
物事を分
析 構築

独自のも
のの見方
や考え方

現在の仕
事に関す
る専門的

現在の仕
事の遂行
に必要な

理解する
力

ばやく読
み取る力

析・構築
する力

や考え方
をする力

る専門的
な知識

技術やノ
ウハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 

25歳未満 50 70.0 68.0 78.0 66.0 70.0 58.0 

25歳以上30歳未満 143 79.0 79.7 87.4 75.5 72.7 64.3 

30歳以上35歳未満 224 79.0 79.9 84.8 68.8 59.4 53.1 

35歳以上40歳未満 201 80.1 78.1 81.6 71.1 58.2 56.2 

40歳以上45歳未満 95 78.9 80.0 91.6 76.8 60.0 62.1 

45歳以上50歳未満 49 69.4 69.4 83.7 69.4 73.5 63.3 

歳

Q. （表頭） 大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）大学院修士課程へ入学したのは、何年の何月でしたか。（4ケタの西暦でお答えください）またその時の年
齢も教えてください。

50歳以上 15 86.7 93.3 100.0 86.7 80.0 80.0 
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■入学（直）前の役職別にみた入学目的

•「これまでの仕事経験を理論的に整理するため」という入学目的を持っていた割合は、一般社員クラスは全
体に比べて少なく、部長クラスは全体に比べて多い。

他の入学目的については 役職による大きな違いはない•他の入学目的については、役職による大きな違いはない。

（複数回答）

n

仕事に必要
な基礎的な
スキル（コ
ミュニケー
ション能力や
問題解決能
力など）を身

論理的にも
のごとを考え
る力を高める
ため

仕事に必要
な専門的な
知識や技術
を身につける
ため

教養を深め
るため

これまでの仕
事経験を理
論的に整理
するため

教員や同級
生などと交
流し、人的
ネットワーク
を充実させ

力など）を身
につけるた
め

ため
るため

全体 777 65.4 65.6 75.5 52.6 55.3 59.8 

一般社員クラス 189 64.0 65.1 75.1 57.7 44.4* 59.8 

係長クラス 241 67.2 65.6 75.9 49.4 60.2 62.7 

課長クラス 184 69.6 69.0 72.3 54.3 61.4 63.6 

部長クラス 81 63.0 71.6 75.3 51.9 72.8* 56.8 

無回答 82 56.1 53.7 82.9 47.6 35.4* 46.3 

「転職先が

n

入学時に在
籍していた会
社での処遇
の向上（昇
進・昇給）の
ため

転職や独立
開業に役立
てるため

大学等の研
究者になる
ため

修士卒という
肩書を得る
ため

資格取得の
ため

転職先が
見つからな
い」「仕事が
つまらない」
「仕事が忙
しい」などの
状況から緊
急避難する
ため

その他

全体 777 15.2 30.4 4.9 37.1 14.0 7.3 5.0 

般社員ク

Q. （表頭）大学院修士課程への入学目的をお答えください。
Q. （表側）下記における勤務先での役職は、次のどれにあてはまりますか。名称が異なる場合も、職階（職位）が近いと思

一般社員クラス 189 15.9 36.5 2.6 36.5 13.2 11.1 4.2 

係長クラス 241 17.4 32.8 5.0 40.7 14.5 9.1 4.1 

課長クラス 184 14.7 26.6 7.1 33.7 7.6 2.7 5.4 

部長クラス 81 16.0 30.9 3.7 38.3 12.3 3.7 4.9 

無回答 82 7.3 17.1 6.1 34.1 30.5* 7.3 8.5 

われるものをお選びください。
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■入学（直）前の役職別にみた大学院満足度

•大学院への各要素への満足度は、役職による大きな違いはない。

（項目ごとに単一回答）（項目ごとに単 回答）

n 教員 同級生
カリキュラ
ム（授業、
ゼミなど）

設備

キャリアに
関するセミ
ナー・個別
相談

全体 777 96.8 93.4 95.0 88.2 45.7 

一般社員クラス 189 96.3 92.1 93.7 87.8 42.9 

係長クラス 241 97.5 96.7 97.9 87.6 43.6 

課長クラス 184 95.1 92.4 94.6 89.7 45.1 

部長クラス 81 97.5 92.6 93.8 82.7 46.9 

Q. （表頭）修了された大学院修士課程での学習等の各項目について、満足されましたか。
※満足の程度を「非常に満足している・まあ満足している・あまり満足していない・満足していない」の4件法で回答し
てもらったが、上位2つまでを「満足している」として合計した割合を使用。
Q. （表側）下記における勤務先での役職は、次のどれにあてはまりますか。名称が異なる場合も、職階（職位）が近
いと思われるものをお選びください。

部長クラ

無回答 82 98.8 90.2 91.5 92.7 58.5 
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■入学（直）前の役職別にみた学習成果

•「論理的にものごとを考える力が高められた」という学習成果を得た割合は、部長クラスはその他に比べて
大きい。
「教養が深められた」という学習成果を得た割合は 役職についていない者はその他に比べて大きい•「教養が深められた」という学習成果を得た割合は、役職についていない者はその他に比べて大きい。
• 「これまでの仕事経験を理論的に整理することができた」という学習成果を得た割合は、役職が高いほど
大きい。
•「転職や独立開業に役立った」という学習成果を得た割合は、役職についていない者はその他に比べて大
きい。

（複数回答）

仕事に必要な
基礎的なスキ
ル（コミ ニ

論理的にもの 仕事に必要な
これまでの仕
事経験を理

教員や同級
生などと交

n
ル（コミュニ
ケーション能
力や問題解
決能力など）
が身についた

論理的 も
ごとを考える
力が高められ
た

仕事 必要な
専門的な知
識や技術が
身についた

教養が深めら
れた

事経験を理
論的に整理
することがで
きた

な 交
流し、人的
ネットワーク
を充実させ
た

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 

一般社員クラス 189 67.7 74.1 68.3 72.0 46.6 69.8 

係長クラス 241 67.2 71.4 69.7 62.7 58.5 71.0 

課長クラス 184 66.3 69.0 69.0 64.7 60.9 69.0 

部長クラス 81 63 0 85 2 69 1 66 7 65 4 76 5部長クラス 81 63.0 85.2 69.1 66.7 65.4 76.5 

無回答 82 61.0 64.6 81.7 65.9 29.3* 62.2 

n

入学時に在
籍していた会
社での処遇
が向上（昇
進・昇給）した

転職や独立
開業に役立っ
た

大学等の研
究者になれた

資格が取得
できた

その他

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 

一般社員クラス 189 13 8 20 1 2 1 19 6 3 7

Q . （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）下記における勤務先での役職は、次のどれにあてはまりますか。名称が異なる場合も、職階（職位）が近
いと思われるものをお選びください

一般社員クラス 189 13.8 20.1 2.1 19.6 3.7 

係長クラス 241 17.8 14.1 0.8 15.4 1.2 

課長クラス 184 15.2 14.1 1.6 13.0 3.3 

部長クラス 81 12.3 14.8 3.7 24.7 3.7 

無回答 82 8.5 11.0 1.2 20.7 1.2 

いと思われるものをお選びください。
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■入学（直）前の役職別にみた意識等の変化

•「周囲からの評価が上がった」という変化があった割合は、部長クラスはその他に比べて大きい。
•「視野が広くなった」という変化があった割合は、部長クラスはその他に比べて大きい。

「考え方が柔軟にな た」という変化があ た割合は 役職についていない者はその他に比べて大きい• 「考え方が柔軟になった」という変化があった割合は、役職についていない者はその他に比べて大きい。
• 「仕事の効率が上がった」という変化があった割合は、部長クラスはその他に比べて大きい。
•「仕事への意欲が高まった」という変化があった割合は、役職についていない者はその他に比べて大きい。
• 「仕事以外のプライベートが充実した」という変化があった割合は、部長クラスはその他に比べて大きい。
• 「学習習慣が身に付いた」という変化があった割合は、部長クラスはその他に比べて大きい。

（複数回答）

n
自分に対し
て自信がつ

周囲からの
評価が上

将来のキャ
リアパスが
明確にな

視野が広く
な た

考え方が柔
軟にな た

仕事の効
率が上がっ

仕事への
意欲が高て自信

いた
評価
がった

明確になっ
た

なった 軟になった
率
た

意欲 高
まった

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 

一般社員クラス 189 70.4 43.9 29.6 86.2 66.1 33.3 45.0 

係長クラス 241 78.4 42.7 29.9 82.2 57.7 34.4 35.7 

課長クラス 184 72.3 40.8 22.3 80.4 57.6 31.5 39.1 

部長クラス 81 77.8 50.6 27.2 88.9 56.8 38.3 37.0 

無回答 82 63.4 43.9 34.1 75.6 54.9 15.9* 24.4 

仕事以外の
自分の職場
や職業経験

現在勤務す
学習習慣

n
仕事以外の
プライベート
が充実した

や職業経験
を客観的に
見直すこと
ができた

る組織への
帰属意識が
高まった

成長実感を
得られた

雇用不安が
解消された

学習習慣
が身に付
いた

その他

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

一般社員クラス 189 37.0 67.7 7.9 57.7 7.9 45.0 3.2 

係長クラス 241 36.9 67.6 7.9 64.3 5.8 46.5 0.8 

課長クラス 184 32.1 69.0 6.5 62.5 4.9 48.9 2.7 

部長クラス 81 39.5 64.2 6.2 60.5 6.2 61.7 1.2 

無回答 82 23.2 32.9* 2.4 58.5 6.1 37.8 1.2 

Q. （表頭） 大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）下記における勤務先での役職は、次のどれにあてはまりますか。名称が異なる場合も、職階（職位）が近
いと思われるものをお選びください。

無回答
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■入学（直）前の役職別にみた基礎力の変化

•「目標に向かって人や集団をひっぱる力」を大学院での学習によって高められた割合は、管理職は役職
についていない者に比べて大きい。

「自分の感情をコントロ ルする力」を大学院での学習によ て高められた割合は 役職が高いほど大き• 「自分の感情をコントロールする力」を大学院での学習によって高められた割合は、役職が高いほど大き
い。
• 「やる気を維持する力」を大学院での学習によって高められた割合は、役職が高いほど大きい。
• 「良い行動を習慣として続けられる力」を大学院での学習によって高められた割合は、部長クラスはその
他に比べて大きい。
• 「現在の仕事の遂行に必要な技術やノウハウ」を大学院での学習によって高められた割合は、部長クラ
スはその他に比べて大きい。

（項目ごとに単一回答）

対人能力 対自己能力 対課題能力対人能力 対自己能力 対課題能力

n
円満な人
間関係を
築く力

人と協力
しながら
物事に取
り組む力

目標に向
かって人
や集団を
ひっぱる
力

自分の感
情をコント
ロールす
る力

やる気を
維持する
力

良い行動
を習慣と
して続け
られる力

情報を収
集・分析
して、課
題を発見
する力

課題解決
のための
計画を立
案する力

行動を起
こし、最
後までや
りきる力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 

一般社員クラス 189 56.6 66.7 50.3 41.8 60.8 63.5 85.2 76.7 64.6 
係長クラス 241 59.3 68.9 58.9 44.0 63.1 67.6 89.6 78.8 68.5 

課長クラス 184 51 6 57 1 59 8 46 2 65 8 66 8 79 3 73 4 60 9課長クラス 184 51.6 57.1 59.8 46.2 65.8 66.8 79.3 73.4 60.9 
部長クラス 81 58.0 64.2 61.7 49.4 74.1 76.5 87.7 81.5 71.6 

無回答 82 69.5 73.2 53.7 48.8 61.0 63.4 84.1 75.6 67.1 

処理力 思考力 専門力

n

文章の構
成や要旨
を的確に
理解する
力

データや
数字をす
ばやく読
み取る力

論理的に
物事を分
析・構築
する力

独自のも
のの見方
や考え方
をする力

現在の仕
事に関す
る専門的
な知識

現在の仕
事の遂行
に必要な
技術やノ
ウハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 

Q. （表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5

一般社員クラス 189 81.5 77.2 88.4 75.7 62.4 58.7 

係長クラス 241 79.3 80.1 83.0 68.0 61.4 54.4 

課長クラス 184 75.5 75.5 84.2 71.2 64.1 58.7 
部長クラス 81 77.8 82.7 88.9 76.5 63.0 64.2 

無回答 82 74.4 76.8 81.7 70.7 72.0 64.6 

※基礎力の向上の程度を とても高まった 高まった どちらともいえない あまり高まらなかった 高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）下記における勤務先での役職は、次のどれにあてはまりますか。名称が異なる場合も、職階（職位）が近
いと思われるものをお選びください。
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■大学院費用負担別にみた入学目的 （１）

•「入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進・昇給）のため」という入学目的を持っていた割合は、
勤務先に費用を負担してもらっていたほど大きい。

「転職や独立開業に役立てるため」という入学目的を持 ていた割合は 勤務先に費用を負担してもらわ• 「転職や独立開業に役立てるため」という入学目的を持っていた割合は、勤務先に費用を負担してもらわ
なかったほど大きい。

（複数回答）

n

仕事に必
要な基礎
的なスキル
（コミュニ
ケーション

論理的にも
のごとを考

仕事に必
要な専門
的な知識 教養を深め

これまでの
仕事経験を
理論的に

教員や同
級生などと
交流し、人
的ネットn

能力や問
題解決能
力など）を
身につける
ため

える力を高
めるため

や技術を身
につけるた
め

るため
理論的に
整理するた
め

的ネット
ワークを充
実させるた
め

全体 777 65.4 65.6 75.5 52.6 55.3 59.8 

勤務先に費用をすべて負担し
てもらった

95 58.9 61.1 75.8 50.5 51.6 55.8 

勤務先に費用を一部負担して
もらった

75 69.3 84.0* 77.3 52.0 61.3 72.0 
もらった

勤務先に費用をまったく負担
してもらわなかった

557 66.8 65.7 75.2 54.4 59.1 60.7 

無回答 50 56.0 46.0* 76.0 38.0 12.0* 40.0*

n

入学時に
在籍してい
た会社での
処遇の向
上（昇進・

転職や独
立開業に
役立てるた
め

大学等の
研究者にな
るため

修士卒とい
う肩書を得
るため

資格取得
のため

「転職先が
見つからな
い」「仕事
がつまらな
い」「仕事
が忙しい」

その他

昇給）のた
め

め
などの状況
から緊急避
難するため

全体 777 15.2 30.4 4.9 37.1 14.0 7.3 5.0 

勤務先に費用をすべて負担し
てもらった

95 21.1 10.5* 3.2 29.5 9.5 4.2 2.1 

勤務先に費用を一部負担して
もらった

75 18.7 24.0 0.0 28.0 12.0 4.0 2.7 

勤務先に費用をまったく負担
してもらわなか た

557 14.7 36.1 5.6 39.3 12.7 8.1 5.7

Q. (表頭）大学院修士課程への入学目的をお答えください。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を勤務先に負担してもらいましたか。

してもらわなかった
557 4.7 36.  5.6 39.3 2.7 8.  5.7 

無回答 50 4.0 14.0 8.0 40.0 40.0* 10.0 6.0 
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■大学院費用負担別にみた入学目的 （２）

•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた割合は、費用を自分で負
担した額が低いほど大きい。

「仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため」という入学目的を持 ていた割合は 費用• 「仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため」という入学目的を持っていた割合は、費用
を自分で負担した額が高いほど大きい。
• 「転職や独立開業に役立てるため」という入学目的を持っていた割合は、費用を自分で負担した額
が高いほど大きい。
•「修士卒という肩書を得るため」という入学目的を持っていた割合は、200万円以上を自分で負担し
た人はそうでない人に比べて大きい。

（複数回答）

仕事に必

n

仕事に必
要な基礎
的なスキ
ル（コミュ
ニケーショ
ン能力や
問題解決
能力など）
を身につ
けるため

論理的に
ものごとを
考える力
を高める
ため

仕事に必
要な専門
的な知識
や技術を
身につけ
るため

教養を深
めるため

これまで
の仕事経
験を理論
的に整理
するため

教員や同
級生など
と交流し、
人的ネット
ワークを
充実させ
るため

全体 777 65 4 65 6 75 5 52 6 55 3 59 8全体 777 65.4 65.6 75.5 52.6 55.3 59.8 

100万円未満 63 61.9 79.4 63.5 50.8 57.1 65.1 

100～200万円未満 198 69.2 72.2 74.7 56.6 64.6 68.7 
200～300万円未満 142 69.0 71.1 77.5 51.4 56.3 59.2 

300万円以上 229 65.5 59.0 78.2 54.6 57.2 57.2 

無回答 145 57.9 55.9 75.9 46.2 37.9* 50.3 

入学時に
在籍して

「転職先
が見つか
らない」
「仕事が

n

いた会社
での処遇
の向上
（昇進・昇
給）のた
め

転職や独
立開業に
役立てる
ため

大学等の
研究者に
なるため

修士卒と
いう肩書
を得るた
め

資格取得
のため

「仕事が
つまらな
い」「仕事
が忙しい」
などの状
況から緊
急避難す
るため

その他

全体 777 15.2 30.4 4.9 37.1 14.0 7.3 5.0 

100万円未満 63 11.1 28.6 3.2 28.6 14.3 3.2 3.2 

Q. （表頭）大学院修士課程への入学目的をお答えください。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を、どのくらい自己負担で賄いましたか。

100～200万円未満 198 13.1 28.8 4.0 31.3 6.6* 7.1 8.6 

200～300万円未満 142 19.0 34.5 5.6 40.8 11.3 9.2 5.6 

300万円以上 229 15.7 41.5* 5.7 44.5 18.3 8.3 3.1 

無回答 145 15.2 11.7* 4.8 33.1 20.0 6.2 3.4 
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■大学院費用負担別にみた大学院満足度 （１）

•大学院の各要素への満足度は、費用負担先別に大きな違いはない。

（項目ごとに単一回答）（項目ごとに単 回答）

n 教員 同級生
カリキュラ
ム（授業、
ゼミなど）

設備

キャリアに
関するセミ
ナー・個別
相談

全体 777 96.8 93.4 95.0 88.2 45.7 

勤務先に費用をすべて負担してもらった 95 97.9 93.7 96.8 87.4 50.5 

勤務先に費用を一部負担してもらった 75 96.0 93.3 96.0 82.7 42.7 

勤務先に費用をまったく負担してもらわ
なかった

557 96.6 93.9 95.3 88.9 44.2 

Q. （表頭）修了された大学院修士課程での学習等の各項目について、満足されましたか。
※満足の程度を「非常に満足している・まあ満足している・あまり満足していない・満足していない」の4件法で回答し
てもらったが、上位2つまでを「満足している」として合計した割合を使用。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を勤務先に負担してもらいましたか。

無回答 50 98.0 88.0 86.0 90.0 58.0 

■大学院費用負担別にみた大学院満足度 （２）

•大学院の各要素への満足度は、費用負担額別に大きな違いはない。

（項目ごとに単一回答）

カリキュラム
キャリアに
関するセミ

n 教員 同級生 （授業、ゼミ
など）

設備
関するセミ
ナー・個別
相談

全体 777 96.8 93.4 95.0 88.2 45.7 

100万円未満 63 96.8 100.0 95.2 82.5 41.3 

100～200万円未満 198 98.0 94.4 96.5 88.4 48.0 

200～300万円未満 142 95.8 88.7 94.4 83.8 38.0 

300万円以上 229 95.6 94.8 95.2 92.1 45.0 

無回答 145 97.9 91.7 93.1 88.3 53.1 

Q. （表頭）修了された大学院修士課程での学習等の各項目について、満足されましたか。
※満足の程度を「非常に満足している・まあ満足している・あまり満足していない・満足していない」の4件法で回答し
てもらったが、上位2つまでを「満足している」として合計した割合を使用。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を、どのくらい自己負担で賄いましたか。
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■大学院費用負担別にみた学習成果（１）

•「入学時に在籍していた会社での処遇が向上（昇進・昇給）した」という学習成果を得た割合は、勤務先に費
用を負担してもらっていた場合は、勤務先に費用をまったく負担してもらわなかった場合に比べて大きい。
• 「転職や独立開業に役立った」という学習成果を得た割合は、勤務先に費用を負担してもらわなかったほ転職や独立開業に役立った」という学習成果を得た割合は、勤務先に費用を負担してもらわなかったほ
ど大きい。

（複数回答）

n

仕事に必要
な基礎的な
スキル（コ
ミュニケー
ション能力
や問題解決
能力など）

論理的にも
のごとを考
える力が高
められた

仕事に必要
な専門的な
知識や技術
が身につい
た

教養が深め
られた

これまでの
仕事経験を
理論的に整
理すること
ができた

教員や同級
生などと交
流し、人的
ネットワーク
を充実させ
た

能力など）
が身につい
た

た ができた
た

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 

勤務先に費用をすべて負担してもらった 95 58.9 71.6 69.5 69.5 58.9 65.3 

勤務先に費用を一部負担してもらった 75 78.7 80.0 69.3 62.7 57.3 72.0 

勤務先に費用をまったく負担してもらわな
かった

557 65.9 72.0 69.7 66.1 56.4 71.8 

無回答 50 62.0 64.0 82.0 66.0 10.0* 54.0 

n

入学時に在
籍していた
会社での処
遇が向上
（昇進・昇
給）した

転職や独立
開業に役
立った

大学等の研
究者になれ
た

資格が取得
できた

その他

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 

勤務先に費用をすべて負担してもらった 95 21.1 2.1* 1.1 9.5 1.1 

勤務先に費用を一部負担してもらった 75 21 3 5 3 2 7 16 0 2 7

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を勤務先に負担してもらいましたか。

勤務先に費用を一部負担してもらった 75 21.3 5.3 2.7 16.0 2.7 

勤務先に費用をまったく負担してもらわな
かった

557 13.5 19.4 1.8 18.1 3.1 

無回答 50 6.0 10.0 0.0 26.0 0.0 
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■大学院費用負担別にみた学習成果（２）

•「転職や独立開業に役立った」という学習成果を得た割合は、費用を自分で負担した額が高いほど大きい。

（複数回答）（複数回答）

n

仕事に必要な
基礎的なスキ
ル（コミュニ
ケーション能
力や問題解
決能力など）
が身についた

論理的にもの
ごとを考える
力が高められ
た

仕事に必要な
専門的な知識
や技術が身に
ついた

教養が深めら
れた

これまでの仕
事経験を理論
的に整理する
ことができた

教員や同級
生などと交流
し、人的ネット
ワークを充実
させた

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 

100万円未満 63 71.4 76.2 65.1 69.8 49.2 74.6 万円未満

100～200万円未満 198 65.7 82.3* 68.7 71.7 63.6 77.3 

200～300万円未満 142 70.4 69.0 66.9 58.5 54.9 68.3 

300万円以上 229 65.9 66.4 73.4 63.8 53.3 68.6 
無回答 145 60.0 69.0 73.8 68.3 42.1 61.4 

n

入学時に在籍
していた会社
での処遇が向
上（昇進・昇

転職や独立
開業に役立っ
た

大学等の研
究者になれた

資格が取得で
きた

その他

給）した

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 

100万円未満 63 11.1 6.3 1.6 17.5 3.2 

100～200万円未満 198 15.7 12.1 2.0 16.7 2.5 
200～300万円未満 142 20.4 15.5 2.8 14.1 5.6 

300万円以上 229 10.5 27.1* 1.3 21.4 1.7 

無回答 145 15.9 4.8* 0.7 15.2 0.7 

Q.  (表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を、どのくらい自己負担で賄いましたか。
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■大学院費用負担別にみた意識等の変化（１）

•「将来のキャリアパスが明確になった」という変化があった割合は、勤務先に費用を負担してもらわなかった
ほど大きい。

「視野が広くな た」という変化があ た割合は 勤務先に費用を負担してもらわなか たほど大きい• 「視野が広くなった」という変化があった割合は、勤務先に費用を負担してもらわなかったほど大きい。
•「考え方が柔軟になった」という変化があった割合は、勤務先に費用をすべて負担してもらわなかった人の
方が、そうでない人に比べて大きい。
• 「学習習慣が身に付いた」という変化があった割合は、勤務先に費用をすべて負担してもらわなかった人
の方が、そうでない人に比べて大きい。

（複数回答）

自分に対
して自信

周囲から
の評価が

将来の
キャリアパ 視野が広

考え方が
柔軟に

仕事の効
率が上

仕事への
意欲が高n して自信

がついた
の評価が
上がった

キャリア
スが明確
になった

視野が広
くなった

柔軟に
なった

率が上
がった

意欲が高
まった

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 

勤務先に費用をすべて負担してもらっ
た

95 68.4 44.2 15.8 77.9 53.7 30.5 35.8 

勤務先に費用を一部負担してもらった 75 81.3 54.7 22.7 81.3 61.3 33.3 40.0 

勤務先に費用をまったく負担してもらわ
なかった

557 74.7 41.5 29.8 85.1 61.2 34.1 39.1 

無回答 50 56.0 48.0 42.0 68.0 46.0 8.0* 22.0 

n

仕事以外
のプライ
ベートが
充実した

自分の職
場や職業
経験を客
観的に見
直すこと
ができた

現在勤務
する組織
への帰属
意識が高
まった

成長実感
を得られ
た

雇用不安
が解消さ
れた

学習習慣
が身に付
いた

その他

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

勤務先に費用をすべて負担してもらっ
た

95 23.2 57.9 7.4 58.9 1.1 34.7 1.1 

勤務先に費用を一部負担してもらった 75 42 7 76 0 13 3 74 7 12 0 53 3 0 0

Q. (表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を勤務先に負担してもらいましたか。

勤務先に費用を 部負担してもらった 75 42.7 76.0 13.3 74.7 12.0 53.3 0.0 

勤務先に費用をまったく負担してもらわ
なかった

557 37.2 67.7 6.1 60.7 6.3 50.1 2.3 

無回答 50 16.0 16.0* 4.0 52.0 6.0 32.0 2.0 
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■大学院費用負担別にみた意識等の変化（２）

•「周囲からの評価が上がった」という変化があった割合は、費用を自分で負担した額が低いほど大きい。
•「成長実感を得られた」という変化があった割合は、費用を自分で負担した額が低いほど大きい。

（複数回答）

n
自分に対し
て自信がつ
いた

周囲からの
評価が上
がった

将来のキャ
リアパスが
明確になっ
た

視野が広く
なった

考え方が柔
軟になった

仕事の効率
が上がった

仕事への意
欲が高まっ
た

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 

100万円未満 63 77.8 47.6 22.2 84.1 61.9 28.6 31.7 

100～200万円未満 198 75.3 45.5 21.2 87.9 66.2 33.8 43.4 

200 300万円未満 142 77 5 41 5 35 2 84 5 59 9 35 9 40 1200～300万円未満 142 77.5 41.5 35.2 84.5 59.9 35.9 40.1 

300万円以上 229 73.8 40.6 33.6 82.1 57.6 34.5 37.1 

無回答 145 64.1 45.5 24.8 74.5 51.0 22.8 31.0 

n
仕事以外の
プライベート
が充実した

自分の職場
や職業経験
を客観的に
見直すこと
ができた

現在勤務す
る組織への
帰属意識が
高まった

成長実感を
得られた

雇用不安が
解消された

学習習慣が
身に付いた

その他

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

100万円未満 63 31.7 73.0 9.5 71.4 9.5 49.2 1.6

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を、どのくらい自己負担で賄いましたか。

100万円未満 63 31.7 73.0 9.5 71.4 9.5 49.2 1.6 

100～200万円未満 198 46.5* 77.8* 8.6 64.1 6.6 56.6 2.0 

200～300万円未満 142 33.1 64.1 4.9 62.7 8.5 46.5 2.1 

300万円以上 229 34.9 62.4 6.1 58.1 5.7 48.0 2.2 

無回答 145 20.7* 43.4* 6.2 56.6 2.8 33.8* 1.4 
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■大学院費用負担別にみた基礎力の変化（１）

•大学院で高まった基礎力は、費用負担先による違いは大きくない。

ご 答（項目ごとに単一回答）
対人能力 対自己能力 対課題能力

n

円満な
人間関
係を築く
力

人と協力
しながら
物事に
取り組む
力

目標に
向かって
人や集
団をひっ
ぱる力

自分の
感情をコ
ントロー
ルする
力

やる気を
維持す
る力

良い行
動を習
慣として
続けられ
る力

情報を
収集・分
析して、
課題を
発見す
る力

課題解
決のた
めの計
画を立
案する
力

行動を
起こし、
最後ま
でやりき
る力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 
勤務先に費用をすべて負担して勤務先に費用をすべて負担して
もらった

95 47.4 55.8 48.4 34.7 56.8 55.8 86.3 71.6 52.6 

勤務先に費用を一部負担しても
らった

75 57.3 64.0 61.3 44.0 69.3 73.3 89.3 77.3 68.0 

勤務先に費用をまったく負担して
もらわなかった

557 59.2 67.1 58.7 46.7 65.2 68.0 85.1 77.9 67.7 

無回答 50 62.0 68.0 44.0 48.0 58.0 66.0 80.0 76.0 68.0 
処理力 思考力 専門力

文章の
構成や

データや
数字を

論理的
に物事

独自の
ものの

現在の
仕事に

現在の
仕事の

n

構成
要旨を
的確に
理解す
る力

数字を
すばやく
読み取
る力

に物事
を分析・
構築す
る力

ものの
見方や
考え方を
する力

仕事に
関する
専門的
な知識

仕事
遂行に
必要な
技術やノ
ウハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 
勤務先に費用をすべて負担して
もらった

95 72.6 78.9 87.4 67.4 58.9 52.6 

勤務先に費用を一部負担しても
らった

75 78.7 81.3 89.3 69.3 58.7 54.7 

勤務先に費用をま たく負担して

Q. (表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を勤務先に負担してもらいましたか。

勤務先に費用をまったく負担して
もらわなかった

557 79.9 78.3 84.7 73.2 64.3 60.0 

無回答 50 70.0 72.0 78.0 68.0 72.0 60.0 
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■大学院費用負担別にみた基礎力の変化（２）

•「情報を収集・分析して、課題を発見する力」が大学院の学習で高まった割合は、費用の自己負担額が低
いほど大きい。

「現在の仕事に関する専門的な知識」が大学院の学習で高ま た割合は 費用の自己負担額が高いほど• 「現在の仕事に関する専門的な知識」が大学院の学習で高まった割合は、費用の自己負担額が高いほど
大きい。
•「現在の仕事の遂行に必要な技術やノウハウ」が大学院の学習で高まった割合は、費用の自己負担額が
200万円以上は、200万円未満に比べて大きい。

（項目ごとに単一回答）
対人能力 対自己能力 対課題能力

円満な人
人と協力
しながら

目標に向
かって人

自分の感
情をコント

やる気を
良い行動
を習慣と

情報を収
集・分析

課題解決
のための

行動を起
こし 最後

n
円満な人
間関係を
築く力

しながら
物事に取
り組む力

人
や集団を
ひっぱる
力

情をコント
ロールす
る力

やる気を
維持する
力

を習慣と
して続け
られる力

集 分析
して、課
題を発見
する力

のための
計画を立
案する力

こし、最後
までやり
きる力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 
100万円未満 63 58.7 69.8 54.0 39.7 55.6 61.9 90.5 81.0 60.3 
100～200万円未満 198 56.6 64.6 60.6 44.4 68.7 71.2 87.4 78.3 66.2 
200～300万円未満 142 63.4 71.8 60.6 49.3 69.0 72.5 85.9 80.3 72.5 
300万円以上 229 58.5 64.6 58.1 48.0 63.8 65.9 82.5 75.1 68.1 
無回答 145 52.4 60.0 46.9 39.3 57.2 59.3 84.1 73.1 57.9 

処 考 専処理力 思考力 専門力

n

文章の構
成や要旨
を的確に
理解する
力

データや
数字をす
ばやく読
み取る力

論理的に
物事を分
析・構築
する力

独自のも
のの見方
や考え方
をする力

現在の仕
事に関す
る専門的
な知識

現在の仕
事の遂行
に必要な
技術やノ
ウハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 
100万円未満 63 79.4 74.6 87.3 66.7 49.2 50.8 
100～200万円未満 198 78.8 76.3 87.4 74.7 57.6 53.0 
200～300万円未満 142 84 5 79 6 86 6 75 4 64 8 64 8

Q. （表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）大学院修士課程の入学金、授業料などの費用を、どのくらい自己負担で賄いましたか。

200～300万円未満 142 84.5 79.6 86.6 75.4 64.8 64.8 
300万円以上 229 77.7 81.2 82.1 71.2 72.1 63.8 
無回答 145 71.7 76.6 84.1 67.6 63.4 55.2 

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute 38



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■大学院専攻別にみた入学目的

•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた割合は、経営系専攻者は財務・
会計・金融系専攻者に比べて大きい。
「仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため」という入学目的を持 ていた割合は 財務 会計•「仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため」という入学目的を持っていた割合は、財務・会計・

金融系専攻者は経営系専攻者に比べて大きい。
• 「資格取得のため」という入学目的を持っていた割合は、財務・会計・金融系専攻者は経営系専攻者に比
べて大きい。

（複数回答）

仕事に必要
な基礎的な
スキル（コ

論理的にも
仕事に必要

これまでの
教員や同級
生などと交

入学時に在
籍していた

n

キ （
ミュニケー
ション能力
や問題解決
能力など）
を身につけ
るため

論理的にも
のごとを考
える力を高
めるため

仕事 必要
な専門的な
知識や技術
を身につけ
るため

教養を深め
るため

これまでの
仕事経験を
理論的に整
理するため

生などと交
流し、人的
ネットワーク
を充実させ
るため

籍していた
会社での処
遇の向上
（昇進・昇
給）のため

全体 777 65.4 65.6 75.5 52.6 55.3 59.8 15.2 

経営系 513 68.8 75.0* 71.3 53.2 58.9 62.2 14.8 

財務・会計・金融系 264 58.7 47.3* 83.7* 51.5 48.5 55.3 15.9 

「転職先が

n
転職や独立
開業に役立
てるため

大学等の研
究者になる
ため

修士卒とい
う肩書を得
るため

資格取得の
ため

「転職先が
見つからな
い」「仕事が
つまらない」
「仕事が忙
しい」などの
状況から緊
急避難する
ため

その他

全体 777 30 4 4 9 37 1 14 0 7 3 5 0

Q. （表頭）大学院修士課程への入学目的をお答えください。
Q. （表側）どの大学院修士課程の研究科・専攻に入学されましたか。
※実際に入学した研究科名・専攻名を回答してもらったものを任意で経営系と財務・会計・金融系に集計した。

全体 777 30.4 4.9 37.1 14.0 7.3 5.0 

経営系 513 31.2 4.9 33.3 10.3 7.6 6.8 

財務・会計・金融系 264 28.8 4.9 44.3 21.2* 6.8 1.5 
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■大学院専攻別にみた大学院満足度

•「キャリアに関するセミナー・個別相談」に満足した割合は、財務・会計・金融系専攻者の方が経営系専攻
者に比べて大きい。

（項目ごとに単一回答）

n 教員 同級生
カリキュラ
ム（授業、
ゼミなど）

設備

キャリア
に関する
セミナー・
個別相談

全体 777 96.8 93.4 95.0 88.2 45.7 

経営系 513 96.7 94.2 95.5 87.3 42.3 

財務・会計・金融系 264 97.0 92.0 93.9 89.8 52.3 

Q. （表頭）修了された大学院修士課程での学習等の各項目について、満足されましたか。
※満足の程度を「非常に満足している・まあ満足している・あまり満足していない・満足していない」の4件法で回答し
てもらったが、上位2つまでを「満足している」として合計した割合を使用。
Q. （表側）どの大学院修士課程の研究科・専攻に入学されましたか。
※実際に入学した研究科名・専攻名を回答してもらったものを任意で経営系と財務・会計・金融系に集計した。
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国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■大学院専攻別にみた学習成果

•「論理的にものごとを考える力を高められた」という学習成果を得た割合は、経営系専攻者は財務・会計・
金融系専攻者に比べて大きい。
「仕事に必要な専門的な知識や技術が身についた」という学習成果を得た割合は 財務 会計 金融系専•「仕事に必要な専門的な知識や技術が身についた」という学習成果を得た割合は、財務・会計・金融系専

攻者は経営系専攻者に比べて大きい。
• 「これまでの仕事経験を理論的に整理することができた」という学習成果を得た割合は、経営系専攻者は
財務・会計・金融系専攻者に比べて大きい。
•「教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを充実させた」という学習成果を得た割合は、経営系専攻
者は財務・会計・金融系専攻者に比べて大きい。
• 「転職や独立開業に役立った」という学習成果を得た割合は、財務・会計・金融系専攻者は経営系専攻者
に比べて大きい。

（複数回答）

n

仕事に必要な
基礎的なスキ
ル（コミュニ
ケーション能
力や問題解
決能力など）
が身についた

論理的にもの
ごとを考える
力が高められ
た

仕事に必要な
専門的な知識
や技術が身に
ついた

教養が深めら
れた

これまでの仕
事経験を理論
的に整理する
ことができた

教員や同級
生などと交流
し、人的ネット
ワークを充実
させた

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 

経営系 513 68.4 79.7* 66.7 66.9 60.6 74.5 

財務・会計・金融系 264 61.4 57.6* 77.7 64.8 40.5* 61.0*

n

入学時に在籍
していた会社
での処遇が向
上（昇進・昇
給）した

転職や独立
開業に役立っ
た

大学等の研
究者になれた

資格が取得で
きた

その他

全体

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）どの大学院修士課程の研究科・専攻に入学されましたか。
※実際に入学した研究科名・専攻名を回答してもらったものを任意で経営系と財務・会計・金融系に集計した。

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 

経営系 513 15.8 12.5 1.9 16.0 3.1 

財務・会計・金融系 264 12.5 20.8 1.1 20.1 1.5 
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■大学院専攻別にみた意識等の変化

•「考え方が柔軟になった」という変化があった割合は、経営系専攻者は財務・会計・金融系専攻者に比べ
て大きい。
「自分の職場や職業経験を客観的に見直すことができた」という変化があ た割合は 経営系専攻者は財•「自分の職場や職業経験を客観的に見直すことができた」という変化があった割合は、経営系専攻者は財

務・会計・金融系専攻者に比べて大きい。

（複数回答）

n
自分に対
して自信
がついた

周囲から
の評価が
上がった

将来の
キャリア
パスが明
確になっ

視野が広
くなった

考え方が
柔軟に
なった

仕事の効
率が上
がった

仕事への
意欲が高
まった

た

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 

経営系 513 74.1 43.5 26.5 86.2 64.7 35.1 40.5 

財務・会計・金融系 264 72.0 43.6 31.4 76.1 48.9* 25.8 32.2 

n

仕事以外
のプライ
ベートが

自分の職
場や職業
経験を客
観的に見

現在勤務
する組織
への帰属

成長実感
を得られ

雇用不安
が解消さ

学習習慣
が身に付 その他

Q （表頭）大学院修士課程で学習することによ て 以下の変化はありましたか

ベートが
充実した

観的に見
直すこと
ができた

意識が高
まった

た れた いた

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

経営系 513 35.3 71.5* 8.2 64.5 6.8 50.3 2.5 

財務・会計・金融系 264 33.3 49.2* 4.2 54.9 4.9 41.7 0.8 

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）どの大学院修士課程の研究科・専攻に入学されましたか。
※実際に入学した研究科名・専攻名を回答してもらったものを任意で経営系と財務・会計・金融系に集計した。
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国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■大学院専攻別にみた基礎力の変化

•「目標に向かって人や集団をひっぱる力」を大学院での学習によって高められた割合は、経営系専攻者は
財務・会計・金融系専攻者に比べて大きい。

「課題解決のための計画を立案する力」を大学院での学習によ て高められた割合は 経営系専攻者は• 「課題解決のための計画を立案する力」を大学院での学習によって高められた割合は、経営系専攻者は
財務・会計・金融系専攻者に比べて大きい。
• 「現在の仕事に関する専門的な知識」を大学院での学習によって高められた割合は、財務・会計・金融系
専攻者は経営系専攻者に比べて大きい。
• 「現在の仕事の遂行に必要な技術やノウハウ」を大学院での学習によって高められた割合は、財務・会
計・金融系専攻者は経営系専攻者に比べて大きい。

（項目ごとに単一回答）

対人能力 対自己能力 対課題能力対人能力 対自己能力 対課題能力

n
円満な人
間関係を
築く力

人と協力
しながら
物事に
取り組む
力

目標に
向かって
人や集
団をひっ
ぱる力

自分の
感情をコ
ントロー
ルする力

やる気を
維持する
力

良い行
動を習慣
として続
けられる
力

情報を収
集・分析
して、課
題を発見
する力

課題解
決のため
の計画を
立案する
力

行動を起
こし、最
後までや
りきる力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 

経営系 513 58.5 70.2 61.6 46.2 64.7 67.1 87.9 81.3 65.5 
財務・会計・金融系 264 56.4 56.4 47.3* 42.8 62.9 66.7 80.3 68.6* 66.7 

処理力 思考力 専門力

n

文章の
構成や
要旨を的
確に理
解する力

データや
数字をす
ばやく読
み取る力

論理的
に物事を
分析・構
築する力

独自のも
のの見
方や考え
方をする
力

現在の
仕事に
関する専
門的な知
識

現在の
仕事の
遂行に
必要な技
術やノウ
ハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 
経営系 513 80.3 78.2 87.1 74.1 55.0* 53.0 
財務・会計・金融系 264 74.2 78.4 81.1 67.4 80.3* 69.3*

Q. （表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）どの大学院修士課程の研究科・専攻に入学されましたか。
※実際に入学した研究科名・専攻名を回答してもらったものを任意で経営系と財務・会計・金融系に集計した。
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■入学目的別にみた学習成果

•「入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進・昇給）のため」という入学目的を持っていた人は、「仕
事に必要な基礎的なスキル（コミュニケーション能力や問題解決能力など）が身についた」という学習成果を
得た割合が全体に比べて有意に高い。得た割合が全体に比 て有意に高い。
•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は、「これまでの仕事経験を理
論的に整理することができた」という学習成果を得た割合が全体に比べて有意に高い。
•「教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを充実させるため」という入学目的を持っていた人は、「これ
までの仕事経験を理論的に整理することができた」という学習成果を得た割合が全体に比べて有意に高い。

（複数回答）

n

仕事に必要な基礎
的なスキル（コミュ
ニケーション能力や

論理的にも
のごとを考え
る力が高め

仕事に必要
な専門的な
知識や技術

教養が深め
られた

これまでの仕
事経験を理論
的に整理する

教員や同級生
などと交流し、
人的ネット

問題解決能力など）
が身についた

る力が高め
られた

が身につい
た

られた 的に整理する
ことができた

ワークを充実
させた

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 
仕事に必要な基礎的なスキル（コミュニケー
ション能力や問題解決能力など）を身につける
ため

508 82.1* 78.5 74.4 69.9 59.1 72.2 

論理的にものごとを考える力を高めるため 510 75.1* 87.8* 70.6 69.2 61.8* 72.9 
仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけ
るため

587 69.3 72.2 83.5* 65.8 57.6 73.3 

教養を深めるため 409 69.7 76.3 69.7 86.1* 58.2 73.3 
これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 67 7 78 1 73 7 68 6 77 7* 77 0これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 67.7 78.1 73.7 68.6 77.7* 77.0 

教員や同級生などと交流し、人的ネットワーク
を充実させるため

465 72.5 77.2 73.3 71.4 63.4* 84.3*

入学時に在籍していた会社での処遇の向上
（昇進・昇給）のため

118 80.5* 78.0 74.6 72.9 58.5 73.7 

転職や独立開業に役立てるため 236 73.7 74.2 73.7 69.9 55.5 74.6 
大学等の研究者になるため 38 57.9 76.3 63.2 73.7 50.0 76.3 
修士卒という肩書を得るため 288 66.0 70.1 68.4 72.6 51.4 73.6 
資格取得のため 109 65.1 66.1 70.6 69.7 48.6 65.1 
「転職先が見つからない」「仕事がつまらない」
「仕事が忙しい」などの状況から緊急避難する 57 59.6 61.4 66.7 70.2 47.4 59.6 
ため
その他 39 59.0 74.4 56.4 66.7 56.4 74.4 

n

入学時に在籍して
いた会社での処遇
が向上（昇進・昇
給）した

転職や独立
開業に役
立った

大学等の研
究者になれ
た

資格が取得
できた

その他

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 
仕事に必要な基礎的なスキル（コミュニケー
ション能力や問題解決能力など）を身につける
ため

508 16.3 14.6 1.4 17.5 2.6 

論理的にものごとを考える力を高めるため 510 17 5 14 7 1 6 16 9 3 1論理的にものごとを考える力を高めるため 510 17.5 14.7 1.6 16.9 3.1 
仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけ
るため

587 16.0 16.0 1.9 17.0 2.0 

教養を深めるため 409 14.9 14.4 1.7 18.1 2.4 
これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 16.7 16.3 1.6 15.8 2.3 
教員や同級生などと交流し、人的ネットワーク
を充実させるため

465 18.3 14.6 1.5 17.4 3.0 

入学時に在籍していた会社での処遇の向上
（昇進・昇給）のため

118 33.9* 15.3 1.7 21.2 1.7 

転職や独立開業に役立てるため 236 14.4 33.9* 2.5 22.5 0.4 
大学等の研究者になるため 38 13.2 15.8 7.9 10.5 0.0 

卒
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Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）大学院修士課程への入学目的をお答えください。

修士卒という肩書を得るため 288 17.0 20.1 2.8 23.6 2.1 
資格取得のため 109 16.5 19.3 0.0 55.0* 0.0 
「転職先が見つからない」「仕事がつまらない」
「仕事が忙しい」などの状況から緊急避難する
ため

57 14.0 22.8 1.8 17.5 5.3 

その他 39 15.4 10.3 0.0 10.3 25.6*



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■入学目的別にみた意識等の変化

•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は、「考え方が柔軟になった」と
いう変化があった割合が全体に比べて有意に高い 。
「これまでの仕事経験を理論的に整理するため」という入学目的を持 ていた人は 「自分の職場や職業経•「これまでの仕事経験を理論的に整理するため」という入学目的を持っていた人は、「自分の職場や職業経

験を客観的に見直すことができた」という変化があった割合が全体に比べて有意に高い。
• 「教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを充実させるため」という入学目的を持っていた人は、「仕事
以外のプライベートが充実した」という変化があった割合が全体に比べて有意に高い。
•「入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進・昇給）のため」という入学目的を持っていた人は、「自分
の職場や職業経験を客観的に見直すことができた」という変化があった割合が全体に比べて有意に高い 。
•「修士卒という肩書を得るため」という入学目的を持っていた人は、「周囲からの評価が上がった」という変化
があった割合が全体に比べて有意に高い。

（複数回答）

n
自分に対して
自信がつい
た

周囲からの
評価が上
がった

将来のキャリ
アパスが明
確になった

視野が広く
なった

考え方が柔
軟になった

仕事の効率
が上がった

仕事への意
欲が高まった

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 
仕事に必要な基礎的なスキル（コミュニケーション
能力や問題解決能力など）を身につけるため

508 78.1 46.1 31.1 86.6 65.7 37.2 42.9 

論理的にものごとを考える力を高めるため 510 77.8 46.1 29.2 88.6* 69.6* 39.6* 45.7*

仕事に必要な専門的な知識や技術を身につける
ため

587 75.5 46.5 28.8 85.3 61.7 34.8 42.2 

教養を深めるため 409 76.5 44.7 27.1 88.0 66.5 34.5 41.1 

これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 75.6 45.3 28.1 88.4 63.5 37.7 42.8 
教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを
充実させるため

465 78.3 47.3 28.6 88.4* 65.6 39.4* 45.4*

入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇
進・昇給）のため

118 83.1 57.6* 35.6 84.7 66.9 36.4 51.7*

転職や独立開業に役立てるため 236 80.9 50.0 36.0 85.2 63.1 38.6 43.6 

大学等の研究者になるため 38 68.4 44.7 39.5 78.9 57.9 36.8 28.9 
修士卒という肩書を得るため 288 79.5 55.2* 31.9 83.0 57.3 29.9 36.1 
資格取得のため 109 79.8 53.2 37.6 71.6* 56.9 29.4 34.9 

「転職先が見つからない」「仕事がつまらない」「仕
事が忙しい」などの状況から緊急避難するため

57 73.7 36.8 24.6 84.2 68.4 26.3 38.6 

その他 39 74.4 25.6 25.6 79.5 64.1 33.3 38.5 

自分の職場

n
仕事以外の
プライベート
が充実した

自分の職場
や職業経験
を客観的に
見直すことが
できた

現在勤務す
る組織への
帰属意識が
高まった

成長実感を
得られた

雇用不安が
解消された

学習習慣が
身に付いた

その他

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

仕事に必要な基礎的なスキル（コミュニケーション
能力や問題解決能力など）を身につけるため

508 37.4 68.3 7.3 67.7 7.7 51.4 1.2 

論理的にものごとを考える力を高めるため 510 37.1 72.4* 8.0 66.7 7.1 52.7 1.8 

仕事に必要な専門的な知識や技術を身につける
ため

587 35.4 66.4 7.5 65.1 6.1 49.4 1.5 

教養を深めるため 409 39 1 69 4 9 0 63 1 6 1 53 5 2 2教養を深めるため 409 39.1 69.4 9.0 63.1 6.1 53.5 2.2 
これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 39.5 77.2* 8.8 64.0 6.5 53.3 2.1 

教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを
充実させるため

465 45.4* 72.7* 9.2 69.5* 7.7 54.6 1.9 

入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇
進・昇給）のため

118 38.1 77.1* 9.3 74.6* 11.0 52.5 0.0 

転職や独立開業に役立てるため 236 40.3 73.7* 5.1 69.1 10.6 58.1* 1.3 
大学等の研究者になるため 38 44.7 50.0 10.5 73.7 7.9 47.4 5.3 

修士卒という肩書を得るため 288 41.0 63.9 6.6 64.6 7.3 51.7 2.4 
資格取得のため 109 38.5 59.6 2.8 62.4 8.3 49.5 0.9 

「転職先が見つからない」「仕事がつまらない」「仕
事が忙しい」などの状況から緊急避難するため

57 36.8 71.9 7.0 66.7 7.0 56.1 0.0 
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Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）大学院修士課程への入学目的をお答えください。

事が忙しい」などの状況から緊急避難するため
その他 39 35.9 69.2 12.8 66.7 5.1 51.3 10.3*
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■入学目的別にみた基礎力の変化

•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は、「人と協力しながら物事に
取り組む力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い 。
•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は 「目標に向かって人や集団•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は、「目標に向かって人や集団
をひっぱる力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。
• 「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は、「課題解決のための計画を
立案する力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。
•「論理的にものごとを考える力を高めるため」という入学目的を持っていた人は、「論理的に物事を分析・構
築する力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い 。
•「仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため」という入学目的を持っていた人は、「現在の仕事に
関する専門的な知識」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。
• 「入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進・昇給）のため」という入学目的を持っていた人は、「目「入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進 昇給）のため」という入学目的を持っていた人は、「目
標に向かって人や集団をひっぱる力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。

（項目ごとに単一回答）
対人能力 対自己能力 対課題能力

n

円満な
人間関
係を築く
力

人と協
力しなが
ら物事
に取り組
む力

目標に
向かっ
て人や
集団を
ひっぱる
力

自分の
感情をコ
ントロー
ルする
力

やる気
を維持
する力

良い行
動を習
慣として
続けら
れる力

情報を
収集・分
析して、
課題を
発見す
る力

課題解
決のた
めの計
画を立
案する
力

行動を
起こし、
最後ま
でやりき
る力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 
仕事 必要な基礎的な キ （ ケ シ 能力や問題解仕事に必要な基礎的なスキル（コミュニケーション能力や問題解
決能力など）を身につけるため

508 63.2 71.5 62.6 49.2 67.9 70.7 88.2 82.1 70.5 

論理的にものごとを考える力を高めるため 510 63.1 72.7* 64.9* 51.2 69.4 71.8 89.8 83.7* 69.4 
仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため 587 57.6 65.4 57.1 44.1 65.4 68.1 85.2 77.2 66.6 
教養を深めるため 409 57.5 65.8 58.7 48.2 66.0 69.7 85.8 78.0 67.2 
これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 61.2 66.7 60.9 47.9 67.4 70.2 86.5 78.8 66.3 
教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを充実させるため 465 64.5 72.5 62.6 46.7 69.2 74.0 88.6 80.9 69.0 
入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進・昇給）のため 118 69.5 72.9 72.9* 54.2 72.0 71.2 91.5 82.2 73.7 
転職や独立開業に役立てるため 236 58.5 70.3 61.9 50.4 65.3 72.5 90.7 80.5 67.4 
大学等の研究者になるため 38 50.0 60.5 68.4 55.3 68.4 76.3 86.8 81.6 76.3 
修士卒という肩書を得るため 288 56.2 65.3 57.6 44.8 62.8 68.8 87.5 78.1 66.3 
資格取得のため 109 63 3 70 6 56 0 44 0 65 1 65 1 84 4 77 1 67 0資格取得のため 109 63.3 70.6 56.0 44.0 65.1 65.1 84.4 77.1 67.0 
「転職先が見つからない」「仕事がつまらない」「仕事が忙しい」な
どの状況から緊急避難するため

57 56.1 66.7 57.9 42.1 52.6 61.4 82.5 70.2 66.7 

その他 39 64.1 71.8 69.2 43.6 56.4 64.1 84.6 82.1 66.7 
処理力 思考力 専門力

n

文章の
構成や
要旨を
的確に
理解す
る力

データ
や数字
をすば
やく読み
取る力

論理的
に物事
を分析・
構築す
る力

独自の
ものの
見方や
考え方
をする力

現在の
仕事に
関する
専門的
な知識

現在の
仕事の
遂行に
必要な
技術や
ノウハウ

全体 777 78 2 78 2 85 1 71 8 63 6 58 6全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 
仕事に必要な基礎的なスキル（コミュニケーション能力や問題解
決能力など）を身につけるため

508 81.9 79.9 87.2 76.4 64.6 62.4 

論理的にものごとを考える力を高めるため 510 83.5 81.2 91.6* 77.1 62.2 59.2 
仕事に必要な専門的な知識や技術を身につけるため 587 78.4 79.9 86.4 73.8 70.9* 64.7 
教養を深めるため 409 80.2 79.2 87.3 76.3 60.9 55.0 
これまでの仕事経験を理論的に整理するため 430 79.8 80.7 87.4 75.3 64.0 61.2 
教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを充実させるため 465 81.3 81.7 88.6 76.1 63.2 59.6 
入学時に在籍していた会社での処遇の向上（昇進・昇給）のため 118 82.2 84.7 90.7 78.0 68.6 64.4 
転職や独立開業に役立てるため 236 78.8 84.3 88.1 74.6 61.9 56.4 
大学等の研究者になるため 38 76.3 73.7 92.1 84.2 78.9 68.4 
修士卒という肩書を得るため 288 78 5 80 2 86 5 74 7 71 2 60 1
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Q. （表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5件法
で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）大学院修士課程への入学目的をお答えください。

修士卒という肩書を得るため 288 78.5 80.2 86.5 74.7 71.2 60.1 
資格取得のため 109 81.7 78.9 83.5 71.6 67.9 54.1 
「転職先が見つからない」「仕事がつまらない」「仕事が忙しい」な
どの状況から緊急避難するため

57 77.2 78.9 73.7 71.9 59.6 54.4 

その他 39 76.9 76.9 82.1 71.8 41.0* 38.5 
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■学習姿勢別にみた学習成果

•「学習以外でも、同級生などと積極的に交流した」という学習姿勢だった人は、「教員や同級生などと交流し、
人的ネットワークを充実させた」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い 。
「ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した」という学習姿勢だ た人は 「教員や同級生などと交•「ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した」という学習姿勢だった人は、「教員や同級生などと交

流し、人的ネットワークを充実させた」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。

（複数回答）

n

仕事に必
要な基礎
的なスキ
ル（コミュ
ニケー
ション能

論理的に
ものごと
を考える

仕事に必
要な専門
的な知識

教養が
深められ

これまで
の仕事
経験を理
論的に整

教員や
同級生な
どと交流
し、人的

n ション能
力や問
題解決
能力な
ど）が身
についた

を考える
力が高
められた

や技術
が身につ
いた

深められ
た

論的に整
理するこ
とができ
た

ネット
ワークを
充実させ
た

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 
座学形式の授業を熱心に受講した 685 65.3 71.5 72.1 68.2 54.0 70.7 

ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 677 67.8 74.6 72.5 66.2 56.9 72.4 
与えられたレポートや課題を着実にこなした 752 66.4 73.0 70.7 66.6 54.8 70.6 
授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交
換を行った

578 69.4 76.6 73.0 66.4 56.7 73.0 

教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 657 68.0 74.4 71.4 66.8 56.0 72.0 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 696 67.2 74.1 71.3 66.4 56.0 70.7 

予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 550 67.5 75.3 70.4 67.5 56.9 75.8 
学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 627 68.3 73.5 73.0 66.3 56.8 78.0*

ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 534 69.7 76.2 73.8 67.0 58.8 77.0*
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積
極的に利用した

571 65.5 71.8 72.3 66.2 57.4 72.7 

学時

n

入学時に
在籍して
いた会社
での処遇
が向上
（昇進・
昇給）し
た

転職や
独立開
業に役
立った

大学等
の研究
者になれ
た

資格が
取得でき
た

その他

全体 777 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 
座学形式の授業を熱心に受講した 685 13 4 15 2 1 5 17 5 2 8座学形式の授業を熱心に受講した 685 13.4 15.2 1.5 17.5 2.8 

ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 677 16.1 15.1 1.9 17.7 2.5 
与えられたレポートや課題を着実にこなした 752 15.0 15.4 1.7 17.8 2.7 
授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交
換を行った

578 16.8 16.3 1.7 16.8 2.9 

教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 657 15.4 15.7 1.8 16.3 2.6 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 696 15.1 16.1 1.4 17.1 2.6 

予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 550 16.4 16.7 1.5 18.4 3.1 
学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 627 16.3 15.9 1.9 17.7 2.6 

ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 534 17.4 15.2 2.1 17.6 3.0 
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Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください。
Q. （表側）以下の項目は、あなたの大学院修士課程での学習姿勢にどの程度あてはまりますか。

や自 的な学内外 研究会 進 参加した
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積
極的に利用した

571 14.7 16.5 1.9 17.7 2.5 
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■学習姿勢別にみた意識等の変化

•意識等の変化は、学習姿勢による大きな違いはなかった。

（複数回答）（複数回答）

n

自分に
対して自
信がつ
いた

周囲から
の評価
が上がっ
た

将来の
キャリア
パスが
明確に
なった

視野が
広くなっ
た

考え方
が柔軟
になった

仕事の
効率が
上がった

仕事へ
の意欲
が高まっ
た

全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 
座学形式の授業を熱心に受講した 685 73.1 44.7 27.9 83.5 59.6 29.3 36.9 
ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 677 75.9 43.6 29.1 83.3 60.7 34.6 40.2 
与えられたレポートや課題を着実にこなした 752 73.9 44.1 28.1 83.1 59.8 32.6 38.6 

授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交換
を行った

578 76.0 45.5 29.9 84.4 62.5 35.6 41.0 

教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 657 75.0 44.9 28.3 85.2 61.2 33.6 40.2 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 696 75.0 45.7 28.3 83.0 60.2 32.5 39.4 
予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 550 76.9 47.3 29.8 85.1 62.2 35.6 42.2 
学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 627 75.9 45.8 29.5 85.0 61.2 34.3 41.3 
ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 534 77.7 47.9 30.0 86.0 64.2 35.8 43.6 
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積極
的に利用した

571 74.8 44.7 28.4 83.5 59.7 31.0 39.9 

自分の

n

仕事以
外のプラ
イベート
が充実し
た

自分の
職場や
職業経
験を客観
的に見
直すこと
ができた

現在勤
務する組
織への
帰属意
識が高
まった

成長実
感を得ら
れた

雇用不
安が解
消された

学習習
慣が身
に付いた

その他

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 
座学形式の授業を熱心に受講した 685 35.0 63.1 7.0 60.7 5.4 46.4 1.9 

ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 677 35 5 65 1 7 4 63 8 6 9 49 2 1 9ディスカッション形式の授業 ゼミで積極的に発言した 677 35.5 65.1 7.4 63.8 6.9 49.2 1.9 
与えられたレポートや課題を着実にこなした 752 35.0 64.6 6.9 62.1 6.4 48.0 1.7 
授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交換
を行った

578 36.9 64.2 7.3 64.5 6.6 49.1 1.7 

教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 657 35.5 66.1 7.2 63.6 6.1 48.6 1.7 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 696 35.2 64.4 7.0 62.4 5.6 48.7 1.6 
予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 550 38.4 66.5 6.5 64.4 7.6 51.3 1.5 
学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 627 39.1 64.8 7.7 64.3 6.5 49.8 1.4 
ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 534 39.5 66.1 7.9 67.4 7.9 50.9 1.9 
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積極

571 36 1 65 3 7 4 61 6 5 6 49 4 1 4

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。
Q. （表側）以下の項目は、あなたの大学院修士課程での学習姿勢にどの程度あてはまりますか。

的に利用した
571 36.1 65.3 7.4 61.6 5.6 49.4 1.4 
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■学習姿勢別にみた基礎力の変化

•「予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した」という学習姿勢だった人は、「人と協力しながら物
事に取り組む力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い 。
•「予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した」という学習姿勢だった人は、「目標に向かって人や予習 復習などのため、同級生などと 緒に学習した」という学習姿勢だった人は、 目標に向かって人や
集団をひっぱる力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。
•「ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した」という学習姿勢だった人は、「文章の構成や要旨を的
確に理解する力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。
• 「ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した」という学習姿勢だった人は、「論理的に物事を分析・
構築する力」と回答した人の割合が全体に比べて有意に高い。

（項目ごとに単一回答）
対人能力 対自己能力 対課題能力

情報を

n

円満な
人間関
係を築く
力

人と協力
しながら
物事に
取り組む
力

目標に
向かって
人や集
団をひっ
ぱる力

自分の
感情をコ
ントロー
ルする力

やる気を
維持する
力

良い行
動を習
慣として
続けられ
る力

情報を
収集・分
析して、
課題を
発見する
力

課題解
決のた
めの計
画を立
案する力

行動を
起こし、
最後まで
やりきる
力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 
座学形式の授業を熱心に受講した 685 59.1 65.4 56.4 44.5 64.5 68.0 85.5 77.5 66.4 

ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 677 60.6 69.1 60.4 46.8 66.9 70.3 87.1 78.9 67.9 
与えられたレポートや課題を着実にこなした 752 58.2 66.1 57.7 45.7 64.9 67.7 85.9 78.1 66.4 
授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交

578 62 5 70 2 63 5 49 5 68 5 72 3 88 2 81 3 69 7
授業以外 も教員 対 、積極的 質問や意見交
換を行った

578 62.5 70.2 63.5 49.5 68.5 72.3 88.2 81.3 69.7 

教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 657 59.2 67.4 59.5 47.2 65.9 69.4 87.5 80.1 68.3 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 696 58.3 66.4 58.0 45.3 65.8 69.3 86.8 78.3 66.8 
予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 550 64.7 73.8* 64.0* 50.7 69.8 71.8 88.0 81.3 69.8 

学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 627 62.7 70.2 60.9 47.7 68.4 71.8 88.2 81.0 69.7 
ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 534 62.4 69.7 61.8 48.3 69.7 73.2 88.8 82.6 71.2 
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積極
的に利用した

571 58.3 66.2 57.4 46.9 65.3 70.1 85.8 77.9 68.8 

処理力 思考力 専門力
文章の
構成や

データや
論理的

独自のも現在の
現在の
仕事の

n

構成や
要旨を
的確に
理解する
力

デ タや
数字をす
ばやく読
み取る
力

論理的
に物事を
分析・構
築する力

独自のも
のの見
方や考
え方をす
る力

現在の
仕事に
関する専
門的な
知識

仕事の
遂行に
必要な
技術やノ
ウハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 
座学形式の授業を熱心に受講した 685 78.8 79.0 85.0 72.0 65.5 60.0 

ディスカッション形式の授業・ゼミで積極的に発言した 677 79.9 79.9 87.6 74.0 64.0 60.1 
与えられたレポートや課題を着実にこなした 752 78.9 79.0 85.4 72.2 64.0 59.3 
授業以外でも教員に対して、積極的に質問や意見交
換を行った

578 82.2 82.2 88.8 74.9 65.7 62.3 

Q （表頭）大学院修士課程での学習によって 以下の能力はどの程度高まったと思いますか

換を行

教員に紹介された参考文献を進んで読んだ 657 81.4 80.7 86.9 73.7 64.4 60.3 
予習・復習などのため、自分一人でしっかり学習した 696 79.3 80.2 86.9 72.3 63.9 59.2 
予習・復習などのため、同級生などと一緒に学習した 550 82.2 83.1 88.0 74.4 63.5 60.0 

学習以外でも、同級生などと積極的に交流した 627 80.9 82.3 88.2 75.1 65.9 62.2 
ゼミや自主的な学内外の研究会に進んで参加した 534 84.8* 83.9 90.3* 77.2 67.0 64.0 
大学院の図書館・コンピュータ端末などの施設を積極
的に利用した

571 80.4 81.8 86.3 74.4 65.1 60.8 
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Q. （表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q. （表側）以下の項目は、あなたの大学院修士課程での学習姿勢にどの程度あてはまりますか。



国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書国内経営学系大学院修了生に関する調査報告書

■修士論文の作成の有無別にみた学習成果

•修士論文に取り組んだ方が、「教員や同級生などと交流し、人的ネットワークを充実させた」割合は大きい。

（複数回答）

n

仕事に
必要な
基礎的
なスキ
ル（コ
ミュニ
ケーショ

論理的
にもの
ごとを考
える力

仕事に
必要な
専門的
な知識

教養が
深めら

これまで
の仕事
経験を
理論的
に整理

教員や
同級生
などと交
流し、人
的ネット

入学時
に在籍
していた
会社で
の処遇

転職や
独立開
業に役

大学等
の研究
者にな

資格が
取得で その他

ン能力
や問題
解決能
力など）
が身に
ついた

える力
が高め
られた

や技術
が身に
ついた

れた
に整理
すること
ができ
た

的ネット
ワークを
充実さ
せた

が向上
（昇進・
昇給）し
た

業に役
立った

者にな
れた

きた

全体 777 66.0 72.2 70.4 66.2 53.8 69.9 14.7 15.3 1.7 17.4 2.6 
修了要件だったので、
取り組んだ

534 65.5 73.4 68.9 65.4 55.1 72.1 14.6 14.6 1.9 16.1 2.2 

修了要件ではなかっ

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、得られたもの・達成したものを選んでください
Q.  （表側）修士論文（修了レポート形式も含む）に、在学中取り組みましたか。

修了要件ではなかっ
たが、取り組んだ

96 69.8 81.2 81.2 71.9 61.5 71.9 19.8 21.9 2.1 20.8 2.1 

取り組んでいない 147 65.3 61.9 68.7 65.3 44.2 60.5 11.6 13.6 0.7 19.7 4.1 
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■修士論文の作成の有無別にみた意識等の変化

•修士論文に取り組んだ方が、「視野が広くなった」割合は大きい。
修士論文に取り組んだ方が 「自分の職場や職業経験を客観的に見直すことができた」割合は大きい•修士論文に取り組んだ方が、「自分の職場や職業経験を客観的に見直すことができた」割合は大きい。

（複数回答）

n
自分に対
して自信
がついた

周囲から
の評価が
上がった

将来の
キャリア
パスが明
確になっ
た

視野が広
くなった

考え方が
柔軟に
なった

仕事の効
率が上
がった

仕事への
意欲が高
まった

全体 777 73 4 43 5 28 2 82 8 59 3 31 9 37 7全体 777 73.4 43.5 28.2 82.8 59.3 31.9 37.7 

修了要件だったので、取り組んだ 534 73.2 43.1 25.8 83.7 60.1 30.1 37.8 

修了要件ではなかったが、取り組
んだ

96 71.9 51.0 36.5 85.4 61.5 41.7 36.5 

取り組んでいない 147 74.8 40.1 31.3 77.6 55.1 32.0 38.1 

n

仕事以外
のプライ
ベートが
充実した

自分の職
場や職業
経験を客
観的に見
直すこと

現在勤務
する組織
への帰属
意識が高
まった

成長実感
を得られ
た

雇用不安
が解消さ
れた

学習習慣
が身に付
いた

その他

Q. （表頭）大学院修士課程で学習することによって、以下の変化はありましたか。

ができた
まった

全体 777 34.6 64.0 6.8 61.3 6.2 47.4 1.9 

修了要件だったので、取り組んだ 534 33.5 66.3 6.9 61.2 5.8 46.8 2.2 

修了要件ではなかったが、取り組
んだ

96 42.7 61.5 9.4 60.4 6.2 55.2 2.1 

取り組んでいない 147 33.3 57.1 4.8 61.9 7.5 44.2 0.7 

（表頭）大学院修 課程 学習する よ 、以下 変化はありました 。
Q.  （表側）修士論文（修了レポート形式も含む）に、在学中取り組みましたか。
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■修士論文の作成の有無別にみた基礎力の変化

•修士論文に取り組んだ方が、「文章の構成や要旨を的確に理解する力」が大学院の学習で高まった割合
は大きいは大きい。
•修士論文に取り組んだ方が、「データや数字をすばやく読み取る力」が大学院の学習で高まった割合は大
きい。
•修士論文に取り組んだ方が、「論理的に物事を分析・構築する力」が大学院の学習で高まった割合は大き
い。
•修士論文に取り組んだ方が、「独自のものの見方や考え方をする力」が大学院の学習で高まった割合は大
きい。

（項目ごとに単一回答）（項目ごとに単一回答）

対人能力 対自己能力 対課題能力

n

円満な
人間関
係を築く
力

人と協力
しながら
物事に
取り組む
力

目標に
向かって
人や集
団をひっ
ぱる力

自分の
感情をコ
ントロー
ルする力

やる気を
維持する
力

良い行
動を習慣
として続
けられる
力

情報を収
集・分析
して、課
題を発見
する力

課題解
決のた
めの計
画を立案
する力

行動を起
こし、最
後までや
りきる力

全体 777 57.8 65.5 56.8 45.0 64.1 66.9 85.3 77.0 65.9 

修了要件だったので、取り組ん
だ

534 57.3 65.9 56.6 44.0 63.9 66.9 86.5 78.3 67.4 
だ
修了要件ではなかったが、取り
組んだ

96 57.3 58.3 59.4 45.8 67.7 68.8 82.3 76.0 65.6 

取り組んでいない 147 59.9 68.7 55.8 48.3 62.6 66.0 83.0 72.8 60.5 

処理力 思考力 専門力

n

文章の
構成や
要旨を的
確に理
解する力

データや
数字をす
ばやく読
み取る力

論理的
に物事を
分析・構
築する力

独自のも
のの見
方や考
え方をす
る力

現在の
仕事に
関する専
門的な
知識

現在の
仕事の
遂行に
必要な
技術やノ
ウ ウ

解する力 る力 知識
ウハウ

全体 777 78.2 78.2 85.1 71.8 63.6 58.6 
修了要件だったので、取り組ん
だ

534 80.0 78.8 86.3 74.7 62.0 58.1 

修了要件ではなかったが、取り
組んだ

96 79.2 83.3 88.5 70.8 72.9 66.7 

取り組んでいない 147 71.4 72.8 78.2 61.9 63.3 55.1 

Q. （表頭）大学院修士課程での学習によって、以下の能力はどの程度高まったと思いますか。
※基礎力の向上の程度を「とても高まった・高まった・どちらともいえない・あまり高まらなかった・高まらなかった」の5
件法で回答してもらったが、上位2つまでを「高まった」として合計した割合を使用。
Q.  （表側）修士論文（修了レポート形式も含む）に、在学中取り組みましたか。

ＲＥＣＲＵＩＴ Works Institute 52



国内経営学系大学院修了生に関する調査 報告書
2011年5月27日

株式会社リクルート ワークス研究所

http://www.works-i.com 
〒100-6640 東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー

本報告書に関するお問い合わせ先：兵藤郷 sato_hyodo@r.recruit.co.jp
©株式会社リクルート 本冊子記事の無断複製転載を禁じます



国内経営学系大学院修了生に関する調査 報告書

株式会社リクルート ワークス研究所
〒100-6640 東京都千代田区丸の内1-9-2
グラントウキョウサウスタワー
TEL  03-6835-9200



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


